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序

埼玉県における道路網の整備は、県内地域開発の一翼をになう重要な事業であ

ります。

この度、県道蛭川・普済寺線の建設が計画されましたが、本地域は古くから遺

跡の宝庫として知られております。そこで、これら遺跡の保存について、関係各

機関と慎重に協議を重ねてまいりましたが、やむをえず記録保存を行うことにな

りました。

発掘調査は、埼玉県の委託を受け、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が実

施し、貴重な成果をあげることができました。

本書は、その発掘調査報告書であります。刊行までに多大な御援助、御協力を

いただきました埼玉県土木部道路建設課•本庄土木事務所・美里村教育委員会・

及び地元関係者の方々に改めて深く感謝いたします。

最後に本書が、教育・学術関係のみならず広く活用されることを念願いたしま

す。

昭 和 59年 3 月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長 iミ 井 五 郎
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1 本書は、県道蛭川普済寺線建設にかかる向田遺跡、権現塚遣跡、村後遺跡

の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、埼玉県教育委員会が調整し、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査

事業団が埼玉県から受託し、実施した。なお、発掘調査の組織は 2ページに

示したとおりである。

3 調査は、向田遺跡、権現塚遺跡を、鈴木秀雄、富田和夫が、村後遺跡を、

鈴木秀雄、利根川章彦、細田勝が担当し、宮井栄一、桶口誠司の協力があっ

た。前者を昭和55年 5月 1日から同年 8月31日まで、後者を昭和56年10月 1

日から57年12月27に亘って実旋した。

4 遺跡原点BM-1（村後遺跡）は座標第1X糸から求め、 X座標＋22,887,000

Y座標ー58,320,000で、 海抜高度63,861mを計る。挿図内の方位記号は全て

座標北である。

向田遺跡BM(F-22区）は座標第1X系から求め X座標＋22915.491、Y座

標ー57656.61を測る。

5 出土品の整理および図の作成は主に細田、宮田があたり、利根JIl章彦の協

力があった。

6 本書の執筆は細田、富田、利根川があたり、文末に各分担を示した。

尚遺跡周辺の地形的環境については東京大学院平井幸弘氏の玉稿を頂い

た。

7 挿図の縮尺は、遺構図1/60、遺構微細図1/30、土器実測図1/4、石器実測図

1/3、土製品、石製品、鉄器1/2を原則とした。分布図は、弥生式土師器●、

土器■、須恵器0、を示し、各ボイント両側50cmづつ、計 lm幅で示した。

8 本書の編集は、調査研究部第 5課職員があたり、横川好富が監修した。

9 本書を作成するにあたり、下記の方々から御教示、御助力を得た。

浅野晴欄、今井 宏、岡本幸男、小川良祐、金子直行、書上元博

小出紳夫、酒井誠二、鈴木徳雄、谷井 彪、立石盛詞、田部井 功

中島 宏、吉川國男、坂野和信
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I 発掘調査の概要

1 発棚調査に至るまでの経過

県道蛭川普済線は、児玉町蛭川を基点に美里村の北端部を横断し、岡部町普済寺までの延長約10

kmに及ぶ一般道路である。当該県道は、美里村地区内で既存の集落内を通過するための道路幅員が

狭く交通安全性の確保等一般の利用に不便であった。このため県土木部道路建設課では集落の北側

にバイパス建設を計画した。

昭和54年 8月、県土木部道路建設課長から、昭和54年 8月5日付け道建第 672号をもって「道路

改築事業地における埋蔵文化財の所在及び取扱いについて」照会がされた。

県教育局文化財保護課では、遺跡地図と照合したのち、現地調査を行い遺跡所在の確認と取扱い

について検討した。そして、昭和54年 8月28日付ける教文第 585号をもって、県土木部道路建設課

長あておよそ次のとおり回答した。

1 建設予定地内には美里No.47遺跡が所在し、これはできるだけ現状保存することが望ましい。

2 工事の計画上やむを得ず現状変更する場合には、文化財保護法第57拾の 3の規定により、事

前に文化長官あて埋蔵文化財発掘通知を提出して、記録保存のための発掘調査を実施すること

続いて、教育局文化財信謹課では、国・公団・公社・県と埋蔵文化財との調整を図るため毎年

「文化財と公共事業の調整会議」を開催しているが、この席で上記計画について県土木部道路建設

課との間で協議が行われ、当該事業の計画変更ほ不可能ということであるので、やむを得ず記録保

存のための発掘調査を実施することになり、改めて発掘調査の実施について協議に入った。

文化財保護課では調査機関等について打合せをしてきたが、昭和55年度に財団法人埼玉県埋蔵文

化財調査事業団が設立され、国・県・公社・公団等の公共事に伴う発掘調査については事業団にお

いて実施することになった。

以後、事業団を含め数度の協議が重ねられた。その内容は 1調査期間、 2調査機関、 3調査範囲

4調査経費についてであり、またこの過程で事業地内に新たな埋蔵文化財包蔵地の所在が確認され

これについても従前からの協議に沿った取扱いが検討された。これより今回の調査は事業団が実施

することになり、埼玉県は事業団と事業委託契約を締結し、法的諸手続きを済ませた後、昭和55年

5月から発掘調査が開始された。

文化庁からは委保第 5の2075号によって文化財保護法第57条第一項に基づく埋蔵文化財発掘調査

届に対する通知があった。

No. 遺跡名 I

美里村N゚．1I向田 I
N゚． 2I村後 l

所 在 地

美里村大字小茂田字向田841他

” 大字下児玉字村後1199他

1時代 1 種 別備考

I 古墳•平安 1 集落跡 1 本報告書

I 弥生 集落跡 1 ” 
古墳、奈良 周溝墓、水田跡

（鈴木秀雄）
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発掘調査の組織

1 発 掘

主体者 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 理事長関根秋夫 (55 ） 

長井五郎 (56~57)

副理事長本郷春治 (55 ） 

沼尻和也 (56 ） 

岩上 進（57 ） 

常務理事渡辺澄夫（55~57)

庶務経理 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 管理部長伊藤悦光（55~56)

佐野長二（57~)

関野栄一

江田和美（57~)

福田啓子（57~)

福田 浩

本庄朗人

発 掘 （財）埼玉県埋蔵文化調査事業団 調査研究部長横川 好富

調査研究第 3課長谷井 彪（56~57)

鈴木秀雄（55~56)

利根川幸彦（57 ） 

富田和夫 (55 ） 

細田 勝 (56~57)

2 整 理

主体者 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 理事長長井五郎

副理事長岩上 進

常務理事石川 正美

庶務経理 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 管理部長佐野長二

関野栄一江田和美

福田啓子福田 浩

本庄朗人

整 理 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 調査研究部長横川 好富

調査研究副部長（兼）調査研究第 5課長小川 良祐

富田和夫細田勝
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2 発捌調査の経過

向田権現塚遺跡の調査は、昭和55年 5月1日から同年 8月31日までの 3ヶ月間にわたって行なわ

れた。 4月末日までに器材の搬入を終了し、全ての調査準備をととのえ、 5月1日から調査区域内

の表土除去作業を開始し、向田遺跡の調査が開始された。

調査区域内の表士除去作業は重機を用い、東から西側に向かって行ない、中旬から作業を実施し

た。遺跡の地山である黄褐色粘土質土上面で遺構確認を行ったところ、遺構は微高地東側縁辺部に

集中して確認された。第 6号住居跡は遺物が最も多く検出された。第 2号住居跡は、土壊墓と重複

していることが明らかとなり、慎重に調査を行った。

権現塚遺跡は表土除去後、遺構確認を行ったが、遺構は土壊一基が確認されたのみであった。 8

月末日、プレハブを撤収し、全ての調査を終了した。

期間

遣構
5月 6月 7月 8月

1 住

2 住

3, 9住

4 住

5 住

6, 7住

8 住

溝

権―現塚

村後遺跡は昭和56年10月1日より昭和57年12月27日まで約1年 3ヶ月にわたって調査が実施され

た。 9月末までに器材の搬入を終了し、 10月1日より、調査区域内の表土除去作業が行なわれた。

表土除去は第 2調査区より遺構確認と平行して行なわれたが、地山が粘質土のため、遺構確認は困

難であった。その結果、 4軒の住居跡と溝、建物跡が検出されたが、第 1、 2号住居跡は概に床面

が露呈していた。調査は堅い粘質土のた、め思うように進まず、第 2調査区のみで既に 5ヶ月を費

やした。

第 3調査区は昭和57年 4月10日より調査が開始された。前回同様、表土除去、遺構確認を併行し

て行った。土棄場の充分な確保ができず、廃土は未掘区、調査終了区へ移動しながら行った。第 3
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調査区は遺構が集中し、重複住居跡も多く、一部は農道下かかっていたため、迂回路をつくり調査

を進めた。その結果第 5～第22号住居跡、溝、建物跡、土壊等が検出された。弥生中期の20~22号

住居跡周辺を精査したところ、埋没した旧地形が検出された。第 3調査区は夏季に台風による大雨

で二度水没しており、この区域で 6ヶ月を費やすこととなった。

第 4調査区は 9月～10月まで調査が行なわれた。遺構確認は東、西に分けて行なわれ、 2軒の住

居跡と溝が検出された。 1日地形の検出も併せて行なわれた。

第 5調査区は第 4調査区西側と併行して調査が実施された。遺構は第 3、 4調査区に比べ、確認

面が比較的浅く、比較的確認しやすかった。遺構確認は東側から行なわれたが、第 5調区は五領期

を中心とした比較的短期間に営まれた住居群と思われ、精査したところ、 8軒の住居跡と方形周溝墓

が検出された。第 5調査区は12月いっばいまで調査が行なわれ、 11月より併行して第 6調査区の調査

が実施された。第調 6査区は東側にゆる＜傾斜を示し、肩部で土濃一基が確認されたのみであった。

昭和57年12月20日までに全ての調査を終了し、 3月25日、遺跡全体の航空写真を撮影して、同年

12月25日、現場における調査を全て終了した。

10 I II I 12 I 1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I s I 9 I 10 I II I 12 I 1 I月

第
1
区

一

第

2

区

- 1住

2住

3 ii: 

4住

洲他

第

3

区

ー 5住 ー 14住

ー 6・71:i' - 16、17、18、19住

20、21、22住

第
4
区

一

＿第

5

区

谷、土器棄湯

ー 24住
ー 23住

一 溝

-25住

ー 26住

ー 27住 ―――一方形周湖臨

28住

32住

- - 29、30、31住

第

6
区



-5-

II 
向田•権現塚・村後遺跡をとりまく地理的環境

ー 遺跡の位置と周辺地域の概観

本遺跡は、埼玉県北西部の児玉郡美里村大字下児玉字村後、国鉄高崎線本庄駅南約 3kmの所（東

経139°11／、北緯36°12') に位置する。発掘調査地点は、 小山川右岸側の上越新幹線と関越自動車

道にはさまれた川沿いの桑畑地帯である。

本遺跡が位置する埼玉県北西部の地形を概観すると、 この地域は関東平野の北西縁辺部にあた

り、山地が平野に移り変る地形の境いとなっている。南西より 北東側へ、順に山地、丘陵、 台地、

低地が配列し、高度が低くなるとともに地表の傾斜や起伏もゆるやかになっている（第 1図）。

山地は上武山地と呼ばれ （村本、 1975)、城峯山 （1037.7m)、不動山（549.zm)、陣見山（530.9m)

鐘撞堂山 (330.2m)を連ねる分水嶺によって、南側の荒川流域と、北側の神流川・小山川流域に分

丘陵

□疇（武蔵野面）

□台地（立川

□疇

、活断層

面）

z

/」

゜しl」- 戸
第 1図 埼玉県北西部の地形分類図
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かれる。上武山地の北東山麓には、標高120~l40m の児玉丘陵•松久丘陵が低地の方へ向って岬状

に張り出している。また、これら山麓の丘陵の北東側、さらに低地寄りの所には、それぞれ生野山

(139m) ・浅見山（llOm)、諏訪山（llOm) •山崎山（ll7m) と呼ばれる標高100~130m の残丘

状の丘陵が台地面の中に残されている。

山麓の丘陵と低地との間は、標高50~llOm、平均勾配約 1000分の 5程度のゆるやかな扇状地性の

台地となっている。この台地は、諏訪山・山崎山の東側を流れる藤治川を境にして、西側は本庄台

地、東側は櫛挽台地と称されている（村本、 1975:堀口、 1980)。本庄台地の生野山・浅見山より北

側の地域は、等高線の形態からみると、主に神流川によって形成された扇状地で、南側は小山川・

志戸川・藤治川等の諸河川によって形成された合流扇状地と考えられる。北部の台地面は、標高110

m付近を扇頂として等高線が比較的なめらかに同心円状に走っている。これに対し、南部では等高

線が小山川・志戸川・藤治川の川筋のところで屈曲し、台地面がこれらの河川によって開析されて

いることがわかる。櫛挽台地は主に荒川によって形成された扇状地で、形成時代の違いから、より

古い櫛挽面（武蔵野期）と新しい寄居面（立川期）の 2面に分けられている（堀口、 1974、1980)。

本庄台地の形成時期は、櫛挽台地の寄居面と同じ立川期と考えられている。

本庄台地、櫛挽台地の前面にひろがる低地は、妻沼低地と呼ばれる（村本、 1975)。両台地と妻沼

低地との境は、比高数m～最大約lOmの段丘崖となっている。この付近の妻沼低地は、標高約40~

50mで、主に利根川によってつくられたものである。地表面には、比高約 lm前後の微高地や網状

を呈した1日河道が数多く認められる。この地域における低地の微高地は、もっと下流の加須低地や

中低川地に分布するいわゆる自然堤防とは違って、網状流路における旧中洲と考えられている（中

山ほか、 1979)。

櫛挽台地北東部の深谷付近と、上武山地山麓の丘陵と残丘状丘陵との間には、それぞれ深谷断層

櫛挽断層の 2本の活断層の存在が報告されている（松田、 1974:松田ほか、 1975)。深谷断層は、熊

谷市三ヶ尻から深谷本町の東方を通り岡部付近まで連続する延長約lOk節の断層で、断層崖の一般走

向はN-45°-W、北東落で、崖の比高は最大約lOmである（松田ほか、 1977)。また、櫛挽断層は諏

訪山の南側で明瞭に認められるが、松田ほか(1977)によると、深谷市下郷から藤岡市西平井の西

方まで延長約23k節の断層で、一般走向はN-70°-W、南西落で、垂直変位量は台地上で最大約 3m

である。

2 地形分類からみた遺跡の地形現境

本遺跡が位置する本庄台地南部は、先にも述べたように、現在は小山川・志戸川•藤治）II によっ

てかなり開析されている。遺跡をとりまく現在および過去の地形現境を明らかにするためには、よ

り細かく地形を観察し、その配置性格などを系統的に理解することが必要である。そこで、本遺跡

を中心に、空中写真判読と一部現地調査によって地形分類を行った（第 2図）

この付近は、大きく本庄台地として一括されているが、詳細にみると現河道沿いの相対的に低い

地域と、そこよりやや高く、場所によっては比高約 3mの段丘崖で接している相対的に高い地域と



丘陵（多摩IOi)
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：：：：：ー：村後追跡
o 1000m 
1,,1 1, I I I ← -h  

□高位面（立川面）

~ jDJ道0溜池

第 2図 村後遺跡周辺の地形分類図

□麟．lhi（沖柏I(l1)

~Ill河道

に分けられる。前者（低位面）は、後者が河川によって開析されてつくられた沖積面で、後者（高

位面）は、堀口 (1980)の立川面に相当する。

高位面は現在圃場整備が完了し、それ以前の地形ほよくわからないが、 1964年撮影の空中写真で

は、高位面上を南西から北東へ向う小山川あるいは志戸川の旧流路が幾筋か認められる。小茂田の

集落東側の比高約 2.5mの崖で、高位面の堆積物が見られる。厚さ約50cmの耕作土の下は、厚さ約

l mの植物遺体を含む橙色斑入り黄灰色凝灰質シル トとなっている。これは大宮台地などで見られ

る風成火山灰（いわゆる関東ローム層）とは層相が異なる。ローム 層堆稼後にも、流水の影響を受

けるような環境にあったことが推定される。また、志戸川と八高線の交差する地点より約500m下流

の赤尾付近では、現地表面下約 1.2~1. 5 mに赤褐色の凝灰質ヽンルト層が認められる。これは、志戸

川の氾濫積物の下に埋没したローム層と思われる。これらの観察から、本庄台地の立川面形成後に

も小山川・志戸川の氾濫が台地面上に及んだと考えられる。

低位面上には、多くの蛇行した1日河道が複雑に残されている。そのうち最も明瞭なものは、小山

川の現河道に沿って蛇行しているものである。これは、陸軍陸地測量部作成の迅速図（1888年）や

1947年撮影の空中写真では、 小山川の河道 となっているところである 。その他の旧河道は断片的で、

いつの時代のものかはわからない。低位面上の旧河道と旧河道の間は、旧河道との比高約 1~2m

の微高地となっている。その表層地質は、黄褐灰色の小礫混りのツルト～細砂で、主に桑畑と して
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利用されている。これらの微高地は、妻沼低地のそれらと同じように、網状流路における旧中洲と

考えられる。

小山川沼いの低位面は浅見山の東側で幅が広がり、志戸川との合流点付近では幅が狭まる。志戸

川でも、小山川との合流点付近より約 2km上流の山崎山北側で、低位面の幅が広くなっている。一

般的には、現河道に沿う沖積面は下流にいくに従って広くなるが、ここでは途中で広がっているの

が特徴である。また、この付近では、低位面と高位面との境の段丘崖の平面形は直線ではなく、蛇

行した小さな円弧の連続した形となっている。これは、河川の側刻作用が卓越していることを示唆

する。これらの低位面の特徴は、深谷断層と櫛挽断層による扇状地の変位にともなって、河川が影

響をうけたためと考えられる。

村後遺跡は、こうした特徴をもつ下位面の標高62~64m、現小山川の河道から約200~300m南側

の桑畑の中に位置する（第 2図）。遺物・遺構は、厚さ約 0.5~1mの表土の下に埋没していた。地

形分類図からは、村後遺跡が位置する所は、近い過去において河道が安定せずしばしば洪水氾濫を

受けるような地形環境であったことが推定される。しかし、遺跡の立地当時も同じような状況にあ

ったのだろうか。それについては、次節で考察する。

3 村後遺跡の立地と埋没について

本遺跡では、検出された遺物・ 遣構の時代の違い と、 遺構の基盤となっている地形の違いから、

遺跡の性格を大きく東部、中央部、西部の 3つの部分に分けて考えることができる。

東部では、主に古墳時代の五領期 (3~4世紀代）の住居跡と方形周溝墓が、西部では 5世紀代？

から 8世紀代にかけての住居跡が検出された。そして、中央部では弥生時代中期と思われる住居跡

が認められた。それぞれの遺構の基盤となっている地形は、遺跡の東部と西部ではほぽ平坦な一様

な面である。しかし、中央部では比高約 2mの蛇行した谷地形が認められ、住居跡はその谷の肩の

ところに位置している（第 3図）。

従来、美里村およびこの周辺では弥生時代の遺跡の発掘調査例は少なく、今回村後遺跡において

弥生時代と思われる遺構が低地内で発見されたことは、この地域の弥生時代とそれ以降の地形環境

を知る上で、大変重要なことである。以下、 遺跡中央部の谷を埋めている堆積物の断面観察 と、梅

沢ほか（1981)が復元したこの地域の条里にもとづいて、上述の問題について考察する。

(1)谷埋め堆積物の観察

第 3図は、遺跡中央部で弥生時代と思われる住居跡の約10m西側の谷を埋めている堆積物の断面

である。最下部の11層はチョコレート色の固い粘土質の地層で、住居跡はこの地層と同じ層準のと

ころから掘り込まれていた。また、住居跡のすぐ北西隣りには、直径1.5cm、深さ約1mの土城があ

り、さらに深掘りしたところその底のほうは、ローム層と思われる茶橙色の凝灰質ジルト層であっ

た。

住居跡の南側は、比高約 2mの浅い谷（凹地）となっている。谷埋め堆積物の下から約％まで

は、 黒色の腐植質粘土層がほぽ水平に堆積している。上部約怜は砂礫質の堆積物で、何回も（少＜
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とも 6回）河川がそれぞれ以前の堆積物を削って、あらたに砂礫を堆積させていった様子が読み取

れる。 25および24相当層には、 弥生時代中期の土器片が、 9層相当層には古墳時代和泉～鬼高期

(4~5世紀代）の土器片が含まれていた。また、 9層上部には、白色の軽石と思われる薄層が約 1

~3c況幅で連続して認められる。これは、 4世紀前半に噴出したと考えられている浅間 “C"降下

軽石層（新井、 1979) と考えられる (227~230ペー ジ参照）。さらに、 E層にも火山灰と思われるご

く薄い白色層が認められる。これは層準から、 6世紀中～後期頃に噴出したとされているニッ岳軽

石層 “FA" （新井、 1979)の可能性がある。

谷埋め堆積物の珪藻および花粉分析の結果（223~229ページ）からは、ほぽ 9層までは水域の安

定した池沼であり、その後イネ・ヨモギ・オモダカガマなどが繁茂する水深の洩い不安定な水域と

なったことがわかっている。

以上の観察と分析の結果から、弥生時代の住居は当初比高約 2mの浅い谷を望む微高地状の台地

面につくられたと推定される。その後谷は池あるいは沼のような状態となり、穏やかに細かい物質

や植物遺体の堆稼が進み、徐々に浅くなっていった。そして、 9世紀頃には、沼はほぽ埋め尽くさ

れ、弥生時代の住居跡も完全に沖積層の下に埋没した。その後しばらくして、小山川の氾濫がしば

しばこの地にも及ぶようになり、 遺跡東部と西部に立地していた古墳時代から奈良時代にかけての

住居跡も、砂礫質の河成堆積物の下に埋没してしまったと考えられる。

(2)児玉郡と那珂郡、榛澤郡の条里境界と地形との対応

六反田遺跡を調査した梅沢ほか（1981)は、陸軍陸地測量部作成の迅速図を基本に各種地形図と

空中写真を使い、また各郡毎に存在する式内社・式外社を考慮して条里を復元した。その復元され

た条里を、村後遺跡周辺の地形分類図（第 2図）に重ねてみると、ひとつの興味深いことが推測さ

れる。すなわち、復元された条里に従うと、児玉郡・那珂郡と榛澤郡の条里の境が、村後遺跡付近

では現在の小山川の流路と一致してない。条里を施行する場合には、一般的には小山川のような自

然の障害を境界としたと考えられる。したがって、この地域での条里施行時には、小山川は現在の流

路より約lOOOm南側の、地形分類図の高位面と低位面の境付近を流下していたと考えられる。もし

そうであるとすれば、村後遺跡の住居跡が小山川の氾濫によって現在のように河成堆積物の下に埋

没したのは、少くとも条里施行の時期以降と推定することができる。

4 まとめ

現在、小山川は村後遺跡の右岸約200~300mの沖積低地内に位置している。しかし、検出された

弥生～古墳時代の住居跡は、ローム台地と思われる当時の微高地上に位置し、洪水などのあまり及

ばない比較的穏やかな地形環境にあったと考えられる。その後少くとも条里が施行されて以後、小

山川は村後遺跡の南側から北側へと移動し、それにともなって村後遺跡は川が運搬してきたシルト

•砂・礫な どの下に埋没してしまったと推定される。

従来、この地域の台地面や低地面では、縄文～弥生時代の遺跡の発掘調査の例は少ない。坂本

(1976)は、神流川扇状地では縄文時代の遺跡の多くが地下深く埋没し、発見される機会が少ない
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と考えている。村後遺跡の例だけから推論するのは危険ではあるが、小山川沿いの低位面などの下

にも、これまであまり発見されていない縄文～弥生時代の遺物、遣構が存在している可能性があろ

う。

本章をまとめるにあたり、美里村教育委員会の岡本幸男氏と長滝歳康氏には、資料の提供や現地

調査の便宜をはかっていただき大変お世話になった。ここにお礼申し上げます。 （平井 幸弘）
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m 向田・権現塚・村後遺跡周辺の歴史的環境

向田・権現塚・村後遺跡は、埼玉県児玉郡美里村大字小茂田・下児玉に所在する弥生時代から奈

良•平安時代にかけての遺跡である。

美里村は本庄市の南側に、小山川を隔てて隣接し、岡部町・児玉町と接する。美里村周辺は南側

から西側にかけて上武山地より伸びる丘陵に囲まれた扇状地形を呈している。

向田・権現塚・村後遺跡は県道蛭川・普済寺線建設に伴って調査が行なわれた。両遺跡は県道本

庄•寄居線を狭んで東西に対峙し、直線距離にして約800m を測る。遺跡は標高63~65m に位置し、

両遺跡は埋没谷によって隔てられている。

遺跡周辺には女堀川・身馴川・志戸川・藤治川など、上武山地に水源にもつ諸河川によって開析さ

れ、向田・権現塚・村後両遺跡とも身馴川右岸・現河川より 50~200m南側の洪積扇状地上に位置し

ている。

向田・村後遺跡の周辺、児玉郡は古墳時代から奈良•平安時代にかけての遺跡が卓越し、あたか

も遺跡の巣窟であるかの如き観を呈している。

東北新幹線•関越自動車道建設、或いは周辺の圃場整備事業に伴って数多くの遺跡が調査され、概

期の様相に様々な検討が加えられてきている。

遺跡の立置する扇状地低位面では、現在までのところ、蠅文時代に属する遺跡は調査例が少ない

恐らく度重なる河川の氾濫によって埋没しているものも数多いと思われる。

弥生時代の遺跡も縄文時代と同様検出例は少ない。まとまった遺跡では寄居町甘粕山遺跡で弥生

前期から中期にかけての良好な資料が得られている。また同、神明ケ谷戸遺跡では環濠集落が調査

されている。本庄市大久保山で櫛描文をもつ弥生後期土器が検出されたほか、塚本山古墳群・飯玉

東遺跡では弥生後期の住居跡が調査されている。

弥生時代については全県的に遺跡、資料とも検出例に乏しい。地域は異なるが行田市池上遺跡で

は弥生中～後期の環濠集落が調査され、住居跡内からは炭化米が検出され、稲作の可能性を濃くし

ている。

古墳時代前期には、岡部町後榛沢遺跡群、石蒔B遺跡、美里村志戸川南遺跡において、前方後方

型方形周溝墓が調査されている。今回、村後遺跡における一例の追加は、不明な点の多い古墳時代

初頭期の問題に新たな一例を追加することになろう。

3者とも身馴川・志戸川に面した低位面に位置している。身馴川・志戸川は岡部町で合流し、小

山川と名を変え、利根川に注いでいる。この 3者が同じ地域で集中して検出されていることは興味

深い事実であろう。また発生期古墳の年代観、方形周溝墓との関係など、不明な点の多い概期に新

たな問題を提起しているのが現状であろう。

古墳時代前期から後期にかけての児玉周辺にも大集落が築かれるようになる。後張遺跡からは、

住居跡軒が調査され、多量の遺物が出土しており、最も纏った資料と言える。

向田・村後周辺では古川端・東谷・電電下・飯玉東・諏訪遺跡があり、 S字口縁甕が出土してい
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る。県内の土師器編年は、当該地域での一連の調査で得られた豊富な塗料をもとに検討されてきた

ことは周知の通りであるが、周濡墓の隣接した住居跡群からはS字口縁甕の出土はなく、形態共に

明らかに前述の遺跡群より遡ものと思われる。

この段階には、前代からの遺跡も含めて、繹った集落形成が行なわれてきており、扇状地低位面

上に立置している遺跡の多く存在している点は注目に値しよう。

古墳時代後期から奈良•平安時代にかけては、児玉周辺の遺跡は飛躍的に増加している。古墳時

代後期では前述の後張遺跡を始め、宇佐久保・古川端・ミカ神社前・ミカド・若宮台等の諸遺跡が

報告されている。

概期の遺跡立置は基本的に前代からの立置を踏襲していると思われるが、地形分類上の低位面に

沿った台地上により濃密な分布を示すようになる。

また、この段階では神流川扇状地と身馴川扇状地に遺跡の集中する傾向が認められると考えられ

ている。

河川によって開析された残丘上には多くの古墳群が築造されている。向田・村後遺跡の立置する

身馴川扇状地には、長沖古墳群・生野山古墳群・塚本山古墳群・秋山古墳群・諏訪山古墳群・西山

古墳群・千光寺古墳群・広木大町古墳群などがあり、広木大町古墳群では鬼高期の住居跡を切って

古墳が築造されており、集落と墓域との明確な分離を形成されるようになる一例を示している。

奈良•平安時代では遺跡は高位面にも積極的に進出するようになる。

児玉周辺の条理制を復元した梅沢氏によれば、条理施行のを 9世紀代に求めており、集団的な農

業開発、乾田耕作によって集落の増力したことが考えられる。

児玉工業団地の造成に伴い、古井戸・将現塚遺跡が調査されているが、上泥の問題とも相侯って

慎重な検討が加えられる時期にきていると言えるだろう。

現在、向田・村後をとりまく周辺地域では、圃場整備事業が追行し、多くの遺跡が調査されきて

いる。資料の蓄積と共に、地域的な様々の解明に一層の努力が払われなければならないであろう。
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向田、 権現塚遺跡の調査

遺跡の概要と調査の方法

美里村大字小茂田字向田に所在する向田遺跡は、真近に聟える大久保山の丘陵とその南裾を東流

する小山川の自然堤防、及び周囲の扇状地に形成された遺跡の密集地帯の一角にある。

向田遺跡の立地を地形的にみると、神流）1|による洪稼扇状地上にあり、遺跡の近辺は桑園として

土地利用されている。遺跡の東から南にかけて比高差約 lmを有する浅い谷が入り込み、遺跡ぱこ

の谷地形によって画された微高地状の景観をもつ台地（標高61m)に占地している。

調査区は県道本庄•寄居線から東に延びるバイパス路線のうち約3000m2を対象に設定されたが、

遣構が検出されたのは調査区中程を南北に抜ける農道以東の微高地緑辺部に集中し、農道以西には

全く分布していない（第 5図）。

調査は、第lX系の座標軸に沿って設定した 1辺5mのグリット方式に基づき進められた。グリット

名称は数字（西→東）とアルファベット（北→南）を組み合わせて付してある。基本杭F-22区、

北東杭の座標はX=+22915、491、Y = -57656. 61を測る。

遺跡の基本層序は、表土（第 1層）の下に 5~10cmの厚さの黄褐色を呈するローム質土が堆積す

る。遺構はこの黄褐色土を掘り込んで構築されており、実質的な遺構確認面にあたる（第 2層）。非
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常に粘性が強く硬いため、乾燥すると表面がひび割れ、遺構の遺存状態には芳しくなかった。

第 3層は黒褐色土が、第 4層には明褐色のロ ーム質土がそれぞれ堆積する。両層とも粘性が強く

酸化鉄の集積が認められる。以下灰褐色を呈する礫層（第 5層）、暗褐色砂層（第 6層）に移行す

る。

調査の結果検出された遠構には、 9軒の竪穴住居跡の他、土渡墓1基と溝跡がある。内訳は

古墳時代前期の住居跡 (3号、 4号、 8号住居跡）

平安時代の住居跡（ 1号、 2号、 5号、 6号、 7号、 9号住居跡）

土濃墓（平安時代）

溝跡（近世以降）

検出された竪穴住居跡は総じて掘り込みが浅く、遺物の出土量も少なかった。古墳時代の住居跡

は 3号住居跡が五領期に、 8号住居跡は一部のみの調査で遺物も僅かであるため明確ではないが和

泉期の所産と思われる。

平安時代の竪穴住居跡は 6軒発見された。 6号住居跡と 7号住居跡が重複する他は同時代の住居

跡相互の重複はない。 7、9号住居跡を除く他の住居跡からは羽釜が検出されている。

土渡墓は平安時代の 2号住居跡廃絶後に重複して構築されていた。一種の廃屋墓といえよう。ま

た出土鉄釘に木質が付着していることから、本来木棺墓であった可能性が高い。

溝は検出された住居跡群の西側に発見され、調査区に直交するように南北方向に延びている。時

期は不詳であるが、近世以降と考えられる。

向田遣跡調査の概要は以上である。調査区の制約から、集落全体の様相は不明とせざるを得ない

が、今回検出された古墳時代及び平安時代に位置づけられる住居跡群は、集落の南端部に相当するも

ので、集落の中心はむしろ調査区の北側に展開していると考えられる。

権現塚遺跡は向田遺跡より東へ約

300m、浅い谷地形を隔てた対岸に位置
- 61 4 m 

する。標高は約63mを測る。当初土師

器片が齢布する状況から遺構の遺存す

る可能性が予想されたため、向田遺跡

の調査と一部併行して重機による表土

除去とそれに続く遺構砲闘調査を実施

した。

その結果、確認面付近から若干量の

土師器、須恵器片の出土はあったもの

の遺構については調査区東寄りの地点

で、土城が 1基検出されただけであっ

た。

この土濃からは土師器片が数片出土

している。和泉期の所産と考えられる。

2
 

3
 

4
 

5
 

0 1m 
| I I 

第 6図基本土層図



ー

2
 3

 5
 7

 8
 

17 
▽ 

|
|
J
¥
 

△ 

20m 

第7図 向田遺跡全測図
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2 向田遣跡の遺構と出土遺物

(1)住居跡と出土遺物

1号住居跡 （第 8図）

調査区で最も東寄りのG-32区を中心に位

置する。調査できたのは全体の約％程度で、

大半は調査区域外にあるため、規模、カマド

等の詳細は不明である。平面フ゜ランは方形を

呈するものと考えられ、東西径は3.12mを測

る。確認面からの深さは約10C11i前後で非常に

洩く 、桑根の攪乱もあり床面の残存状態は余

り良くない。また住居内の施設としての柱穴

こ三
□A 

A
 

A
 

冒響鬱冒言 2m

1 lIii褐色：I・．、芝乱

2 黒褐色土、やや粘質、ローム粒了・、炭化物拉子混在

3黒褐色：I'．、ロームプロック多；；りこilし{l

状のビットが 2か所検出された。覆土は暗褐 第8図 1号住居跡

色を呈する表土（耕作土）につづき、基本的には黒褐色土で構成される。二層はやや粘性を持ち、

炭化物粒子、ローム粒子を含む。ビット内覆土も黒褐色を呈し、ロームブロックが比較的多く含ま

れていた。

遺物の出土量は非常に少なく、図示した灰釉椀、高台付椀、甕、羽釜の他は殆どが細片であった。

こ ＼ 

10cm 

- ¥ 3 

八

第9図 1号住居跡出土遺物

1号住居跡出土遺物

器種1番号法量（cm) 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備考

灰釉痴 1 I口径 12.8 体部丸みを持って立ちあがり、 体部下半及び底部ヘラケズリ調 フク土。ロ

器高 4.0 上位で弱く屈曲する。釉は口縁か 整。胎土緻密で、精選。黒色微粒 縁怜。底部砂

高台径 4.8 ら体部上半にかけられている。 子含む。焼成堅緻。灰色。 残存。

高台付 2 高台径 6.1 高台部貼付け。底部回転糸切り 胎土砂粒、茶色粒子含む。焼成 フク土。底

坑 現在高 2.0痕残る。器面の磨滅激しい。 やや不良。淡橙褐色。 部のみ残存。

甕 I3 譴部小片のため全体の形状不 内外面とも横方向のナデ。胎土 1 口縁部小

明。口縁部外反。器壁厚い。 微砂粒やや多く含む。焼成良。褐片。

色。

羽釜 I 4 譴部直立。胴部の張りは認め 胴部のヘラケズリの有無は器面 1 フク土。ロ

られない。鍔は断面三角形で水平 が荒れているため不明。口縁部ヨ 縁部小片。

方向に伸びる。 コナデ。砂粒、小礫含。焼成良。褐色
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2号住居跡 （第10図）

2号住居跡は 1号住居跡に近

接するH-31区を中心に位置

し、主軸方位はE-7°-Sを測

る。

平面プラソは、 3x3mのほ

ぽ方形を呈するが、南東コ ーナ

ーが若干張り出す傾向を持つ。

壁高は中央部で10~ 15cm程 度

で、床面はほぽ平坦である。ピ

ットは 1か所検出されたが、他

の施設は認められなかった。

カマドは浅い皿状の掘り込み

を有する小規模なものである。

また調査中に住居跡中央部か

らやや北寄りの位筐で床面が途

切れる箇所が発見されたため、

精査の結果長径202cm、短径54cm

床面からの深さ35cmを測る隅丸

A
 

一

江11

COi 

A
 

L 
Clll 

2m 

2 

4 

第10図 2号住居跡

長方形の土壊が検出された。底面直上より二個体の塊、壁際より鉄釘十数点が出土したこ とから土漂

ー 3
 4

 
6
 

墓 と考えられる。この土濃墓が住居廃絶後に構築されたことは床面及び堆積状況から確認された

（第23図）。遺物総贔は極めて少ない。覆土中より羽釜口縁部片、甕が出土している。

／ 口
第11図 2号住居跡出土遺物

2号住居跡出土遺物

器種］番号：法董(cm)J 形 態 の 特 徴 I 手 法 の 特 徴 備 考

甕 1推底径 全体の形態は不明だが、大型の 外面ヘラケズリ痕跡が認められ 体部下半¼

21. 0 甕形土器と思われる。須恵質。 る。内面の器表は荒れ、部分的に 残存。フク土。

剥落、胎土砂粒、 小礫含。焼成良。

外面茶褐色、内面黄灰色。

羽釜 2 羽釜口縁部破片。 口縁部内傾。 ロ縁部ヨコナデ。胴部残好部位 フク土。ロ

鍔は断面三角形で水乎に伸びる。 にはヘラケズリ痕は認められない 縁部小片。

全体に形体整う。 胎土微砂粒。小礫含。焼成良好。

明茶褐色。
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3 • 9号住居跡（第12図）

F-26、G-26区にかけて位懺する。古墳時代の 3号住居跡と重複して平安時代に属する 9号住

居跡が営まれている。

3号住居跡は主軸N-16°-Wを測る。乎面フ゜ランは本来方形を呈すると思われるが、北辺のプラ

ンは非常に不鮮明で、壁高も 5cm程しかなかったため充分に確認できなかった。東西 5.2m、南北

4. 5mを測る。ピットは 5本検出されたが、 配置は不規則で深さも10~15cmと洩い。床面はほぽ平

坦である。南西コーナ一部に壁溝状の浅い溝が一部検出されたが、炉跡、貯蔵穴等の施設は確認さ

れなかった。その他住居跡北壁中央部にかかって土濃が 1基検出された。 3号住居跡よりも新しい

時期のものと考えられるが、出土遺物は全くなく時期は不詳である。

遺物出出量は少ないが、南西コーナー付近より正立状態で、二重口縁壺形土器の口縁部が出土し

ている。

9号住居跡は 3号住居跡北東コーナ一部にカマドが検出されたのみで掘り込みは確認されなかっ

た。一応遺物の出土範囲で規模を推定したが、詳細は不明とせざるを得ない。

カマドは約15cmの深さを持ち、底面はかなり焼けた状況がみられた。

遺物は少なく、すべて確認面付近から出土している。須恵器杯、高台付塊の他は小破片である。

と l
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第12図 3、9号住居跡
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!Dem 

第13図

口

□
 

3、9号住居跡出土遺物

3 • 9号住居跡出出物

器種l番 号法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 I備 考

壺 I 1 I口径 19. ol 二重口緑を呈すが内面に 2段目 内外面ハヶ目調整。口唇部ハケ ロ縁部90%

の屈曲はない。外面の段は粘土帯 目調整後ナデ。外面一部ハヶ目を 残存。胴部以

貼り付けにより、シャープなつく ナデ消す。胎土砂粒、小礫を多く 下欠失。フク

りである。口唇端部は水平方向に 含む。焼成良好で堅緻。外面褐色。 土。

開く。 内面灰褐色。

小型壺| 21口径

器高

底径

8.4 形整にやや歪みあり、胴部丸み

8.8を持ち、口縁部は直立気味に立ち

4.2Iあがる。内面は強く屈曲する。底

部中央僅かに凹む。

器表面磨滅して調整痕不明。細 フク土90%

砂粒、茶褐色粒子含む。焼成良。 残存。

橙褐色、淡裾褐色。

杯 I 3 1口径 10.2 須恵器杯。体部丸みを持って立 内外面ロクロナデ整形。底部回 フク土。完

器高 3.3ちあがり、口縁部外反。内面に重 転糸切り痕を残す。やや粗い砂粒 1形。

底径 5.5ね焼きの痕跡残す。 を多贔に含み、器表面ざらつく。

焼成良°色調は一定せず外面青灰

色、灰色、一部黄褐色。内面灰色。

高台付 4推定口径 口縁部ゆるやかに外反する。底 ロクロ整形。底部回転糸切り痕 フク土。ロ

椀 12.2部は中央部が高い。高台の張り出 を残す。砂粒、茶褐色粒子多輩に縁¼、底部秒

器高 4.8 しは弱い。酸化烙焼成。 含む。灰茶褐色。 残好。

底径 6.0 

4号住居跡（第14図）

4号住居跡はF-23区に位置する。その西側には平安時代の 5号住居跡及び 6、 7号住居跡が構

築されている。

主軸方位はN-47.5°-Eを示し、 長径3.92m、 短径3.68mの方形に近い長方形の平面プランを

呈するが、やや形態は不整である。

床面はほぽ平坦で堅く、確認面より約15C?Eの深さをもつ。

炉跡は明確でなく、精査を行なったが検出されたかった。柱穴も床面精査の段階では、乾燥によ

るひび割れが激しく確認できなかったため、床面にサブトレ‘ノチを設け調査したところ、 4本検出

された。いずれも主柱穴と考えられ、住居跡の対角線上に規則的に配置されている。床面からの柱

穴の深さは40cm前後を測る。北壁側の 2本は鉛直方向に掘られているが、他の 2本の柱穴はやや斜

めに傾いた状態で検出された。

貯蔵穴は南側コーナ一部で検出された。平面プランは不整楕円形を呈する。長径約90Cm、 短径約



"!I 

゜

<ti 

C 

：三＼
ぐ＼ ＼ ， 

＼ 

”―--¥¥ 
ミ ＼

ご～—

- 21-

co, 
、 '<ti冒 I 

＼ 
◎ 

／ 

゜一―

(l)1 

C' 

O 2m 
| 1 - | 

第14図 4号住居跡

~~、J

7 ―~¥、
I ----▼ 

----1 
＼ 

: 3 

10cm 

第15図 4号住居跡出土遺物

4号住居跡出土遺物

器種番号：法量(cm)) 形 態 の 特 徴 I 手 法 の 特 徴 I備 考

壺 1底部 7.6 胴下半部のみ残存。底部突出す 外面ヘラ状工具による削り。砂 貯蔵穴出土

胴部最大径 る。胴部中位で強く張りを持つ。 粒の移動が認められる。 内面底部

31.4 黒斑ある。器壁比較的薄い。 胴部下位ナデ調整。胴中位ヘラ状

残存高21.3 工具によるナデ。砂粒を多量に含

む。焼成良。淡褐色、黄灰褐色。
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I I | 形 態 特 徴 | 手 法 特 徴 備 考器種|番号1法輩(cm) の の

均 2 ロ径 10.0 形態整っている。口縁部は直線 ロ縁部横方向のナデ。胴部ヘラ フク土。約

器高 872 的に外傾して開く。胴部、球状、 ケズリ。胴部内面は指頭によるナ 60%残存。

底径 2.0 底部凹む。最大径は口縁部にある。 デ調整。胎土細砂粒、茶褐色粒子

含む。焼成良好。淡茶褐色。

3 口径 6.8 器壁厚い。口縁部はやや凹凸あ 体部外面一部分僅かにハケ目を 北西ビット

器高 4. 5 り。底部は乎底だが中央部が僅か 残すが、殆どナデ消されている。 出土。ほぽ完

底径 3.9 に凹む。 内面はハケ目調整を施す。また底 形。

部付近に棒状のエ具の痕跡を残

す。砂粒、小礫含む。焼成良好。

茶褐色。

70cm、住居床面からの深さ約30cmを測

り、底面はほぽ平坦であった。出土遺

物は少ないが、貯蔵穴より壺形土器胴

下半部が検出されている。

5号住居跡（第16図）

5号住居跡はF-22区にあり、南側

には 6、 7号住居跡が近接して位置す

る。南壁部は掘り込みが浅く、また桑

根による攪乱もあり平面フ゜ランは確認

し得なかったが東西長 2.0m、南北長

（推定） 2.2m前後の方形に近い平面プ

ランを呈するものと考えられる。本遺

跡で検出された住居跡のなかでも最も

規模の小さいものである。

床面はやや凹凸を持ち一定しない。

壁高は北壁で約10cmを測るが、南壁の

立ちあがりは不明である。

カマドは東壁南寄りの位置に壁外へ

約90cm掘り込んで構築されている。カマドの底面は住居床面と同一 Vベルで、カマド前面の掘り込

みは認められない。また中央部やや南寄りの位置に24x30cm、深さ25cmのピットが検出された。支

脚を据えたピットと思われる。カマド南側にも浅いピットが検出されたが、覆土に焼土粒子炭化物

粒子を含み土器細片も出土していることから住居跡に伴うものと判断される。
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第16図 5号住居跡

また住居跡南西隅に土城（長径90cm、短径60cm、深さ24cm)が 1基発見された。覆土の状況も住

居跡のそれに近似するので一応住居に伴うものと考えておきたい。その他住居中央及び北壁外に浅

い焼土の堆積が認められた。遺物は羽釜、甕、高台付塊等が出土しているが量は少ない。
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第17図 5号住居跡出土遣物

5号住居跡出土遺物

器種i番号1法簸(cm)I 形態の特徴 I 手法の特徴 1備考

高台付 1推定口径 形態に歪みあり 。杯部は丸味を 外内面ともナデ調整を施す。胎 南西コ ーナ

椀 15. 2持ち、口緑部は外反する。口縁に 土に砂粒を多量に含む。焼成良好。 一。土壊フク

器高 7. 2向うにつれて器壁は薄くなる。高 淡橙褐色。 土。約30劣残

推定底径 台は高く、外反。 存。

9.0 

椀 21口径 13.6 本来高台付椀であるが、高台部

残存高 6.2剥落。体部内彎気味に立ちあがり、

底径 4.7 口縁外反。

甕 41推定口径 胴部上半と胴部下半は接合しな

27.0いが形態及び胎土等から同一個体

推定器高 と考えられる。口縁部「く」の字

22.0状に外反。胴部の張りは弱い。底

推定底径 部平底と思われる。

15.0 

ロクロ整形。内外面ロクロナデ

底部外面に回転系切り痕を残す。

胎土砂粒、小礫を多贔に含み、器

表面はざらつく 。焼成良。黒灰色。

黄褐色。

土壊フク土

70%残存。高

台欠落。

羽釜I3 I推定口径 口縁部内傾する。鍔は水乎方向 ロクロ整形。鍔部貼り付け。ロ フク土。胴

26.0に張り出すが、やや低く貧弱であ 縁部ヨコナデ。胴部外面ヘラケズ上半の20％残

残好高18.1る。最大径は鍔部にあり、 29.8c況 リ痕を残す。胎土砂粒含む。焼成存。

を測る。 良好。褐色。

ロ縁部ヨコナデ。胴下位にはヘ フク土。胴

ケケズリが施されている。胎土精上半20%、胴

選されている。微砂粒含む。焼成下半10％残存

良好。色調淡褐色。
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6号住居跡（第18図）

G-22区に位置する。乎面プランは長軸 3.2m、短軸2.45mを測るやや形態の崩れた長方形を呈

する。特に東壁部では中央に設けられているカマドを狭んで、その両側の壁ライソは約10cmの段差

を有する。主軸方位はN-81°-Eを示す。

壁高は北壁部で約16cmを測る。床面の状況はほぽ平坦であるが、住居中央部を中心に暗黄褐色土

（ロームプロック混り）の薄い堆積が認められた。

カマドは東壁中央部を掘り込んで構築されている。長軸60cm、短軸45cmの小規模なもので底面の

掘り込みも浅い。またカマド壁際に左右各 1枚、片岩系の板石が下部が埋め込まれた状況で検出さ

れた。カマド袖石と考えられる。またカマド内中央より左寄りの位置に長さ20cm程の円柱状の礫が

<i 
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第18図 6、7号住居跡
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立ったままの状態で出土した。下部の 5虚が埋め込まれ、先端部は欠けている。支脚に利用された

ものと考えられよう。

またカマド右側の東南壁コーナ一部に貯蔵穴と思われる土城が検出された。南北80C節、東西75c況

の倒卵形に近い形態を持ち、壁ラインの外側に張り出して設けられている。床面からの深さは約 5

C況と非常に浅く、壁はゆるやかに立ちあがる。

出土遺物は本遺跡で検出された住居跡のなかでは最も豊富で、杯、高台付塊、羽釜、浅鉢等があ

る。但し、いずれも床面より若干浮いており、確実に住居に伴うとは言い難い。

なお 6号住居跡は 7号住居跡と切り合い関係にあるが、明らかに 7号住居跡を壊して 6号住居跡

を構築している。新旧関係は 7号住居跡（旧） → 6号住居跡（新）である。
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第19図 6号住居跡出土遺物

6号住居跡出土遺物

器 創番号1法羹（cm)I 形 態 の 特 徴 | 手 法 の 特 徴

高台付 1 口径 14.4 ロ縁部にやや歪みあり楕円形を ロクロ整形。底部外面は磨滅、

椀 器高 5.8 呈する。外面ロクロ痕跡顕著。貼 剥落部分もあり調整痕不明。細か

底径 7.0 り付高台は低く貧弱。体部は丸み い砂粒含む。焼成良。色調は黄褐

を持って立ちあがり口縁部を僅か 色を呈するが、部分的に灰色から

に外反させる。 灰白色を帯びる。

I_Ocm 

l備 考

フク土。 80

形残存。
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器 種i番号法景(cm)I 形態の特徴 I 手法の特徴 I備考

杯 I 2 I口径 8. 6 小ぶりで洩い杯。酸化烙焼成。 底部回転糸切り痕を残す。体部 フク土。 70

底径 5.3体部は腰が弱り、口縁部はやや肥 内外面ヨコナデ。全体の作りはや形残存。

器高 2. 7厚させて外反する。底部は平底。 や雑。砂粒、茶褐色粒子含む。焼

器形に若干歪みがある。 成良好。赤褐色、黄褐色。

羽 釜 3 I口径 22. 0 ロ縁部形態に歪みあり、楕円形 ロクロナデ調整。胴部凹凸は比 フク土。ロ

残存高26.1を呈する。口縁部内傾し、上面に 較的顕著で、下半部はヘラケズリ 縁部80%、胴

浅い沈線上の凹みを持つ。銹部は が施される。胎土には細かい砂粒 部60%残存。

丸みを持ち水平方向に約 1cm突出 の他、小礫が少量混じる。焼成良。

する。最大径は鍔部にあり 26cmを 灰色、部分的に黄褐色。

測る。底部欠失。

羽釜I4 推定口径 胴部下半と底部欠失。口縁部は ロクロナデ調整。胴部外面凹凸 フク土。ロ

22.8 内傾し上面は乎坦。休部は先端に あり。胎土に砂粒を含むが比較的縁部25％残存

残存高10.9,丸みを持ち、やや斜め上方に張り 精選されている。焼成良好で、堅

出す。胴部残存部にはヘラケズ リ く焼き締まる。褐色～茶褐色。

痕は認められない。

羽釜 5 推定口径 胴部の大半と底部欠失。胴部ロ ロクロナデ。細かい砂粒を多量： フク土。ロ

24. 0 縁部はほぽ直線的で口縁の内傾度 に含む。焼成良。橙褐色。 縁部残存。

残存高 5.91は弱い。体部はやや幅狭で水平方

向に突出する。

羽釜 6 推定口径 ロ縁部下半は内傾するが、中位

摺鉢

19. 5 で屈曲して直立気味に立ちあが

残存高19.0 る。最大径は銹部に持ち22.6cmを

測る。胴部の張りは弱く、ゆるや

かにすぽまる。胴部中位以下に煤

付着。

71口径 32.0 外面にロクロ調整による凹凸あ

残存高12.4 り。器面は全体的にやや磨滅。底

部外面は剥落しているため、凹凸

激しい。口縁部肥厚。

7号住居跡（第18図）

ロクロナデ調整。胴部外面は縦 フク土。ロ

方向のヘラケズリが施される。内縁部粍残存。

面に成形時の粘土積みあげ痕が残

る。小礫若干含む。焼成良好。褐

色から黄褐色、一部灰褐色。

胴下半部斜方向のヘラケズリ。 フク土。 70

その後雑なナデ調整を施す。胎土形残存。

砂粒を多く含む。焼成やや不良。

灰黒色～黄灰色。

G-22、23区に位置する。 6号住居跡によって西壁部を壊されているが、長軸3.05m、短軸2.33

mの南北に長い不整隅丸長方形フ ラ゚‘ノを呈するものと考えられる。主軸方位は、 6号住居跡とほぼ

同じN-84°-Wを指す。

住居跡の掘り込みは北壁部で 5cmと非常に浅いが、床面はほぽ平坦で貼床は認められない。

カマドは東壁部南寄りの位置に設けられている。長さ70cm、幅60cm、確認面からの深さ約15cmの

大きさで底はたらい状を呈する。カマド左袖部前面には袖石に使用されたと思われる板石が横に倒

れた状態で出土した。右袖部には残っていない。またカマド中央部から支脚と考えられる角柱状の

礫がやや斜めに傾いた状況で検出された。長さ約22cmで下部 7cmは埋め込まれていた。上端部は完
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存 し、若干磨り滅ったような状況が窺えた。

また東南壁コ ーナ一部には長さ80C況、幅56ばの楕円形を呈する貯蔵穴が検出された。確認面から

の深さは約20虚で底面は舟底状を呈する。

遺跡物の出土量は少ない。杯類、甕の他、灰釉小瓶が覆土上面より検出された。

ロロ □7_____—□ 〖
ロ／（（＼ ）
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第20図 7号住居跡出土遺物

7号住居跡出土遺物

器叫番号l法星（cm)1 形態の特徴 l 手 法 の 特 徴 l備 考

高台付 1推定口径 高台部欠損。体部は直線的。ロ

杯 13.8縁部は外反気味に開く 。口縁内面

残存高 5.9やや凹む。

内外面ロクロナデ調整。底部回 フク土。ロ

転糸切り痕残る。胎土に微細砂粒縁部％残存。

茶色粒子含む。酸化烙焼成、やや

不良で軟質。橙褐色。

杯

杯

杯

21推定口径 やや小ぶりの杯。体部は直線的 ロクロナデ調整。底部回転糸切 フク土。怜

10. 5 に開き口縁部肥厚気味に僅かに外 り後周縁部をナデ消す。胎土微細残存。

器高 3. 7 反する。内面ロクロ凹凸残るが内 砂粒、茶色粒子含むが比較的精選

推定底径 外面ともに比較的乎滑。 されている。焼成良好、堅緻。暗

4.6 褐色、暗黄褐色。

31推定口径 体部丸みを持ち、口縁部は外反 磨滅のため調整痕不明。底部に フク土。底

11. 3 する。底部乎底。全体に磨滅が激 は糸切り痕と思われる条線が一部 部％、 口縁一

器高 3.3 しい。 認められる。粗い砂粒含む。焼成 部残存。

底径 6. 1 良。酸化烙焼成。橙褐色。 一部黄

褐色。

41口径 11. 2 体部直線的に開く 。外面及び底 体部外面指頭による押え。口縁 フク土。ロ

器高 3.8 部は非常にざらつく 。底部から体 及び内面はヨコナデ、乎滑。細か 緑％、底部完

底径 4.5 部下半に形成時の継ぎ目状の痕跡 い砂粒含む。酸化焔焼成で硬質。 存。

残る。底部～体部下半器壁厚い。 茶褐色、 一部黒ずむ。
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器種1番号1法量（cm)[ 形態の特徴 I 手 法 の 特 徴 I備 考

灰釉小 5底径 5.0 口縁部欠失。手付瓶の可能性も 頸部内面しぽり目残る。体部下 フク土。胴

瓶 残存高 7.4ある。胴部は内彎する。肩部の張 端ヘラケズリ。底部は回転系切り部以下の70%

りは弱くなだらかに頸部に移行す 底部内面にらせん状の棒状工具に残存。

る。 よる痕跡残る。胎土に黒色粒子含

み精選。堅緻。 •明灰色～灰色。

甕

甕

6 I口径 14. 7i 底部欠失。口縁部は弓状に括れ 口縁部ヨコナデ。胴部ロクロ整 フク土。 70

現存高13.6外反する。器壁厚い。内外面ロク 形。外面縦及び斜方向のヘラケズ劣残存。

ロによる凹凸残る。

7'推定口径 コの字状口縁に近似するが、外

20.4面肩部の段は不明瞭。胴部の器肉

推定高21.7 も厚い。胴部中位は欠失するが、

底径 4. 1同一個体と思われる。

リ。粗い砂粒多盤に含む。焼成良。

橙褐色、淡黄褐色。

ロ縁部ヨコナデ。胴部上位では

横下位では縦、方向のヘラケズリ

内面木口状工具によるナデ。砂粒

多量に含む。焼成良好。茶褐色。

貯蔵穴出土

ロ縁部¼、底

部及び胴下部

怜残存。

8号住居跡（第21図）

本遺跡で検出された住居跡のなかで最も西寄

り (E-21区）に位置する。住居の大半は調査

区域外にあるため、全体の怜程度しか確認し得

なかった。

東西長3.42m、南北方向は調査区内で1.2 m 

を測り、方形もしくは長方形の平面プランを呈

するものと考えられる。

床面はほぽ平坦だが、東壁寄りに攪乱がみら

れた。壁高は確認面より約20虚を測る。

Ai
 

＼
 

A-

A-

A

l

 

゜I I 

第21図 8号住居跡

付属施設としては調査区北壁に接してビットが 1本検出されたのみである。

2m 

一
遺物は土師器高杯脚部等細片が微量出土している。

(2)濡 跡（第22図）

調査区を横切る農通の東側に検出された。溝の西側の立ちあがり部分が農道にかかり調査できな

かったため、正確な規模は不明であるが、残存部分で幅5.8mを測る比較的大きなものである。

この溝は調査区内ではほぽ南北方向に伸びており長さ約12mに亘って検出された。

溝底は 2段の掘り込みを持ち、 1段目の底面は確認面より 30~50cmの深さで若干起伏がみられる。

全体的にみると北から南へ縁やかに傾斜している。

2段目の溝は東壁の立ちあがり部分から約70~90cm西へ偏った位置にあり、主軸方向（南北）に

平行して延びている。上面の幅は広いところで50cm、下底部のそれは40cm程である。

覆土は基本的に 3層に分かれるが、 1、2層には天明期に降下したと思われる火山灰（浅間A)

が多量に含まれる。全体的に砂質の強い覆土であるが、堆苗状況も単純で常時水が流れたような様
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相は窺われない。

遺跡は土師器の細片が微量出土しただけで時期決定の根拠となるものはないが、覆土中の浅間砂

の存在や溝の形態から近世以降の掘削と考えられよう。

(2)土壌墓と出土遺物（第23図）

本遺跡で唯一発見された土城墓で、第2居住居跡調査時に検出された。当初土壊の性格が不明で

あったが、形態及び出土遺物から土猥墓（木棺墓）と推定したものである。

この土濃墓は第 2号住居跡中央部より北に偏った位置にあり住居の床面を掘り下げて構築されて

いる。 2号住居跡廃絶後に作られたことは、土層の堆積状態等から明白である。

形態は長径202cm、短径54cmの南北に長い隅丸長方形を呈する。住居跡床面からの深さは35cmを測

り壁はほぽ垂直に掘り込まれている。また土壊墓の北辺は 2号住居跡の北壁と接している。床面は

凹凸をほとんど持たず乎坦である。主軸方位はN-4°-Wを示す。

覆土は 2層に分かれる。上層は黒褐色を呈し軟かい。下層は黄褐色土で粘性を持つ。地山の土に

非常に近似しており壁の検出が難しかったため、サブトレソチを設け確認した。掘削した土をその

まま埋め戻したものと考えられる。

遺物は中央やや北寄りで土激の底面より僅かに浮いた位置から灰釉塊と高台付塊が 2枚重なった

状態で検出された。灰釉塊が上に、高台付はその下にあり、 2枚共やや西に傾いていた。恐らく副

葬品と考えられる。

また壁際より 10数点の鉄釘が検出された。小片が多く完存するものはないが、釘の表面には木質

が銹着している。このことから土壊墓も本来木棺墓であったものと考えられる。その他上層より小

型壺が検出されている。
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第23図 1号土壊墓
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第24図 1号土壊墓出土遺物

1号土壊墓出土遺物

器種番号法盤（cm)I 形態の特徴

高台付 1口径 13.4 体部は直線的に開き、口縁部饉

椀 器高 5 ・1 かに外反する。体部外面ロクロに

底径 5. 7 よる凹凸残すが微弱。全体にやや

ざらつく。高台は貼り付けによる

が張り出しは弱い。底部外面に回

転系切り痕残る。

I 手法の特徴

ロクロ整形。胎土に砂粒を多盤

に含む。茶色粒子も顕著である。

半還元焔焼成か。焼成やや不良。

色調は茶褐色～灰色を呈す。

備 考

棺底。完存。

灰釉痴 2 I口径 13.0 器肉は薄い。体部から口縁部に ロクロ整形。胎土緻密で精選さ I棺底。完存。

器高 4.2 かけ内彎気味に開く。高台部は貼 れている。微細な黒色粒子含む。

底径 6.6 り付け手法によるものと思われ 底部外面に回転糸切り。痕残す。

る。釉は口縁から体部上半にかけ 焼成良好、堅緻。色調灰色。

て付けられているが薄い。底部外

面に薄く墨痕残るが判読不可能。

小型壺I 3 1口径 6.4 小型の薬壺に似た壺形土器。底 ロクロ整形。胎土に砂粒含むが フク土。完

器高 5.3 部やや上げ底。胴部中頃よりやや 比較的精選。口縁部ヨコナデ。底存。

底径 4.8 上位に最大径をもつ。口縁部は 部回転糸切り。焼成良好。酸化焔

「＜」の字状に外反する。外面に 焼成。色調赤褐色。

有機物付着する。

鉄釘 4 角釘頭部。残存長2.8cm。

鉄釘 5 角釘頭部。銹化著しい。残存2.7 

cm。

鉄釘 6 角釘。頭部欠。木質付着。9.1cm。

鉄釘 7 頭部欠。木質付着。 6.6cm。

鉄釘 8 頭部欠。木質付着。 6.7c況。

鉄釘 ， 頭部欠。木質顕著でない。5.4cm。

鉄釘 10 頭部欠。一部木質残る。 5.4cm。

鉄釦 11 頭部及び先端欠。木質残る。4.3cm。
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3 権現塚遺跡

第 1号土壊（第25図）

権現塚遺跡は遺跡の概観でも記したように、当初遺構の

存在が予想されたため全面にわたり表土を除去し遺構の確

認に努めたが、結果的には土渡1基が検出されただけであ

った。そのためグリッド設定も行なわず、検出された土壊

の位置は路線杭を基準に測定した（第 5図黒丸）

第 1号土濃は不整円形のプラ｀ノを呈し、東西長130cm、南

北108C7几、深さ約10cmを測る。底面はほぽ乎坦でたらい状の

形態を有する。

〇]1
0 1m 
| | | 

第25図第 1号土猥

遺物は覆土より土師器高杯、甕の破片が出土しているが、小片のため実測可能なものはない。

和泉期の所産と思われる。
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v 村後遺跡の発掘調査

1 遺跡の概観と調査の方法

村後遺跡は、身馴川左岸にある自然堤防上の遺跡である。発掘調査は、自然堤防上北端に沿って

実施された。現地表面の標高は63~65m前後で、ほぽ平坦な地形をなすが、流路変更によって生じ

た段丘が随所に認められる。

調査はグリット方式を用いた。グリットライソを、関東地区座標原点第1X系に従って合わせた。

グリットは 1辺10mの大グリットを設定し、大グリット内を 4分割し、 1辺5mの小グリットを

設け、各々 a~dとした。

グリット名称は発掘区西端より東へ向かって 1~60まで設定し、南から北に向かってイ～マを設

定した。このうち、発掘区に系わるのは口～マであり、全体測量図にはその旨を示した。また、小

グリットは北西コーナー杭を基準とした。

遺物は全てグリット単位で取り上げた。

調査区の基本土層は第27図に示した。土層は概ね砂粒を多量に含み、粘性に欠けるものと、粘性

が強く、細砂を混入するシルト質土層とからなる。 1~8層が前者に、 9~12層が後者に比定されよ

う。このうち、古墳時代後期～奈良平安期の遺構は 9層上面で確認された。弥生時代から古墳時代

初頭の住居跡は更にその下層、 13層で確認され、 9層に対比される暗黒褐色粘質土を覆土に有して

いた。もとより、本地域は身馴川の氾濫源にあたり、各地区の微視的な土層堆積も一様ではないが、

以上のような傾向が窺えた。

調査区域は幅12m、東西に800mを計り、発掘の進行上、更宜的に調査区を 1~5区に分割した。

弥生時代の遺構は、 25区から26区にかけてと、 36区から37区にかけて 2箇所で検出された。この

うち、 20~22号住居跡は、弧状に配列しており、周辺の地形確認を行ったところ、埋没谷に面した

舌上の膨り出し部に位置することが明らかとなった。同様に、 24号住居跡も、台地肩部に位置して

いる。谷の最下層では弥生式土器、石器等が出土している。谷埋没土の珪藻分析によって、沼地状

の地形を呈していたことが推定されている。

古墳時代初頭の遺構は、 5区41~49区にわたって検出された。位置的には、谷を隔てた東側方向

で、ほぼ平坦な地形を呈している。 25~32号住居跡がこれに概当する。各住居跡とも隅丸方形を呈

し、床面の状態も概ね良好で、地床炉をもつ。遺物は多くが覆土内からの出土であるが、 32号住居
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第26図 遺跡位置図



―-35 -
跡では、床面から、壁に接して多くの遺物が出土している。

方形周溝墓はハ～ニー41~44区にかけて検出された。遺構北側は調査区域外となっているため正

確な形状は不明だが、周溝の配列から、前方後方形を呈するものと思われる。

1区から 2区西端にかけては旧河道遺跡となっており、砂礫が厚く堆積しており、遺構等は検出

されなかった。

6区は東側に向かってゆるやかに傾斜しており縄文時代早期の土濃 1基が確認されたに過ぎない

遺跡全体の遺構配列を通覧すると、谷を中心として、東西に 2箇所の遺構配列のあることが目に

つく。谷形成の正確な時期は定かではない。しかしながら、最下層から、弥生時代中期後半の土器

が単純に出土している点、また弥生期の住居跡が谷の肩部に沿うように位置している点は、概期に

谷の地形的な制約が大きく作用していたことが推察されよう。また、カー27a区においては、谷の

下面より和泉期の土器群が集中して出土していたこと、古墳時代住居跡の確認面である暗黒褐色粘

質土は、谷に向かって傾斜して落ちこんでおり、落ち込み部には、何等遺構等が検出されなかった

ことは、少くとも古墳時代後半に至るまで自然地形の影響が強く、遺構もそれに沿って構築されて

いたであろうことは推察に難くない。

1層耕作士

2層黄褐色土（酸化欽含みしま

り強、粘性弱）

3屑賀黒褐色土

4陪黄色土層

｀ 
5層灰黄褐色砂質土＇

6屈暗灰褐色砂質土

7層暗灰黄褐色砂質土，

8恩灰褐色粘質土

9屈暗黒褐色粘個土

10層灰焚黒褐色粘質土

11屑 灰黒褐色枯質土

12層暗青灰色粘質土

13層礫層

63.50 

11 

-61 

第27図基本土層
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2 遺構と出土遺物

(1) 住居跡と出土遺物

A

＿
 

A
＿
 

． ． 

A -A6 6 40 

.~.. 

゜
2m 

第28図 第 1号住居跡遺物分布図

第 1号住居跡（第28~31図）

第2調査区西端 l-8区で検出された。本住居跡は調査区の最西端に位置する。

遺構は確認された時点で遺物の大半が露呈しており、精査したが壁の立ちあがりを確認するこ

とはできなかった。従って住居プランは遺物出土状態、柱穴配列などから推定復元した。

遺構は長方形フ゜ランが推定され、主軸はN-82°-Eにもつと思われる。

本遺構に伴なうと思われる柱穴は 6個検出された。 P1-P2とP3-P4iま併列して配されている。

深さはP1=24cm、P2=2Qcm、Pa=18cm、P4=2Qcm、P5=35cm、P6=3Scmを測る。

床面には焼土、炭化物がブロック状に堆積しており、部分的に火熱を受けた痕跡が認められる。

カマドは検出時に大半が損失しており、焼土の堆積が饉かに認められたに過ぎない。

貯蔵穴は 2基検出された。一基はカマド北側、他はP3に近接して検出された。
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C' 1 II，・；黄褐色土（焼土、炭化物多屈に含む）

2質掲色オ．

3 II謬I'i色土

4 lijjが［色士
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第29図第1号住居跡
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第31図 第 1号住居跡出土遺物

貯蔵穴は土濃と重複している。長径58C7/1,、短径35c111、貯蔵穴部分の深さ42C71lを測り長楕円形を呈

する。

遺物は杯、甕、長甕、鉢など、床面上で多量に確認されているほか、貯蔵穴からは壺（第31図22)

が検出されている。
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第 1号住居跡出土土器

器種番号大きさ(cm)/ 形態の特徴 I 手法の特徴 1 備 考

杯 I 1 I口径 13. 6 口縁は円みをもち、端部が外反 口縁をつまみ上げるようにヨコ

器高 4. 7する。口縁に比して底部小さく、 ナデ。底部は横方向のヘラケズリ

沈線廻り、稜をもつ。

坪 I 2 I口径 13. 5 口緑は外反し、口唇端は尖り気 口唇端つまみ上げるようにヨコ

器高 4. 1み内面にゆるやかな稜。立ち上が ナデ。内面はナデ。底部はヘラケ

り有段。底部は平底気味。 ズリにより平底気味に作出。

杯 l 3 1口径 13.2 口緑は内彎気味に立ち上がり、 口唇端部をつまみ上げるように

器高 3.7端部は平坦、立ち上がり有段。底 ヨコナデ、内面ナデ、底部はヘラ

部は丸底気味。口唇内面に稜をも ヶズリにより丸底気味に作出。

つ。

杯 I 4 I口径 13.1 口縁は丸味をもって外反し、有 1 口縁はヨコナデ。底部を沈線よ

器高 4.0段、底部は鋭い稜をもち、丸底気 り稜を作出、底部は横方向のヘラ

味。 ケズリ。

坪 I 5 1口径 13. 61 口緑は直線的に外反し、棒状エ ロ唇端をつまみ上げるようにヨ

器高 3.9，具による沈線により段を併出。底 コナデ。底部はヘラナデを加え稜

部は平底気味。口唇内面に稜をも 線を作出、底部は横方向のヘラケ

ち口緑内面は凹凸を有する。 ズリ。

坑 I 6 I口径 13.2 口端は丸味をもって外反、口縁 内面ヨコナデ。口縁をヨコナデ、

器高 3. 8上部にゆるい段をもつ。底部は段 底部上面にヘケナデを加え、底部

をもち、平底気味となる。 は横方向にヘラケズリを施す。

杯 I 7 I口径 11. 7 口縁は直線的に内反し、内面端 口唇をつまみ上げるようにナデ

器高 3. 8¥部に段をもつ。円底気味の底部を を施す。底部は横方向のヘラケズ

有し、肩部に沈線を廻らせ、稜を リ。

作出。

杯 I 8 1口径 11. 5 口緑内反。立ち上がりに段をも 口縁ヨコナデ。立ち上がり部に

器高 3. 8つ。口唇端は内そぎ状で、内面に ヘラナデを加える。体部は横方向

2条の稜をもつ。底部丸底気味。 のヘケケズリ゜

杯 I 10 I口径 13.5 直線的に開き、端部外反する。 内面ョコナデ、外面下半ヘラケ

器高 4.4全体的に厚み強い。 1ズリ後軽くナデられている。

杯 I 11 I口径 13.3 やや円味をもって外反。口端薄 内面下半ヘラナデ、上半は横方

器高 4.8 く外反する。 向のナデ。

杯 I 12 I口径 13.4 直線的に開き、端部やや外反す 1 内面ヨコナデ、外面ヘラケズリ

器高 4. 8る。内面上端にゆるい稜をもつ。 後ナデ整形。

完

完

完

完

完

完

完

完

杯 I 9 I口径 11.7 口緑内反し、端部直立。立ち上 1 口縁ヨコナデ。体部内面に方射 I 口縁一部欠

器高 3.8がりに沈線が廻り 、段をもつ。 状に暗文をもつ。体部横位のヘラ

ケズリ。

ロ縁一部欠

カマド内

完

カマド内

完

カマド内
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器種番号1大きさ(cm)1 形態の特徴 I 手法の特徴 I備考

杯 l131口径 13.7 直線的に開き端部外反。口唇平 内面ナデ、外面ヘラケズリ後全完

器高 5.0坦。厚手のつくり。 体をナデている。 カマド内

鉢 I14 I口径 15.4 立ち上がりに段をもち、直線的 内面ヨコナデ。外面口縁ナデ。 1底部欠

現存高 7.3 に開く。内面にゆるい稜をもつ。 体部は縦方向のヘラケズリ。

15 I口径 12.3 口縁ぱ直立し、端部で外反する。 内面胴部はヘラナデ、口縁ヨコ 1完

器高 15. 8最大径を胴上部にもつ。口縁内面 ナデ、外面胴上部は丁寧にナデら

に段をもつ。 れ、下半にヘラケズリ痕僅かに残

る。

鉢 I 16 I口径 15. 7 立ち上がり有段で口縁部は丸味 内面体下半にヨコナデ残る。上 I完

器高 12.4 をもち外反。ゆるやかに底部に移 半口縁部はヨコナデ、体部外面縦

灯する。 位のヘラケズリ。

甕 I 17 I口径 12. 1 口径と胴部最大径ほぽ等しい。 内面は丁寧にナデられている。 一部欠

器高 12.5 ゆるやかな段をもち、直線的に外 口縁ナデ、体部は縦位のヘラケズ

反口唇端鋭角で、器厚比較的薄い。 リ。

長 甕I18 I口径 20. 5I 体部に沈線が廻り鋭い段を作出 内面ヘラナデ、口緑部ヨコナデ I体上半部残

ロ縁は丸味をもって外反みる。 胴部斜位のヘケケズリ、内面輪積

み痕残る。

長甕 19I口径 17.51 立ち上がりに段をもつ。口唇は 内面に接合時の凹凸残す。内面完

器高 29. 6内面傾気味、最大径を口縁に有し ヘラナデ、外面口緑ナデ、体部ヘヵマド内

底中央部でゆるやかに底部に移行 ラケズリ、風化著るしく、下半部

する。 は不明瞭である。

長 甕I20 I口径 20.8 最大径を口縁にもつ。口縁は外 内面ヘラナデ、口縁は端部をつ I完

器高 36.8反し、端部は強く外方に反る。体 まみ上げるようにヨコナデ、外面

中央で若千膨り、ゆるやかに底部 体部ヘラケズリ。

に移行する。

長 甕|21I口径 2.2 口縁は強く外弩し、口唇は平坦 内面ヘラナデ、下半は風化のた I底部欠

器高 28.3体下半でやや膨る。最大径を口縁 め不明瞭、外面体部縦位のヘラケ

に有する。 ズリ底部近くで横位ヘラケズリ。

甕 I22 I口径 20.sl 最大径を体部にもつ。口縁はー ロ縁ナデ、体部ヘラケズリ、内 ビット内

旦強くすぽまり外彎する。口唇は 面、ヘラナデ痕る。 体下半欠

丸味もつ。
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第 2号住居跡（第32~34図）

第 2調査区ウー 9~10区にかけて検出された。住居跡北西コーナーが調査区域外となっている。

住居跡は長方形プランを呈し、長径4.2m X短径3.4mを測り、 主軸はN-73°-Eである。

壁高は西側で 5cm、東側で10cmを測り全体に極めて浅い掘り込みであった。

柱穴は 7個確認された。 P3~P61ま壁に沿って掘り込まれ、 いづれも深さlQcm前後の掘り込みを

有する。P7は本址に伴なうものか疑がわしい。

床面は凹凸が顕著であるが踏み固められた状態を呈してはいない。

カマドは東壁南寄りに構築されている。裾部は壁面より 30cm程度膨り出して作出され、焚き口か

ら煙道部にかけてゆるやかな傾斜をもち、煙道部先端で直に立ち上がる。

覆土は燃焼部に浅く焼土が堆積しており、天井部の崩落したものと思われる。焼土を小ブロック

状に含んでいる。

遺物は覆土内から杯、須恵器蓋、鉢、長甕等が出土している。全体に濃密な分布を示しているが

流れ込んだような状態を呈し、細片が多く、 図示 し得る 資料は少なかった。
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第34図第 2号住居跡出土遺物

第 2号住居跡出土器

器 種1番号法量（cm)I 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

杯 1 口径 14. 0 ロ縁は有段で外反し、端部すぽ 内面ナデ。体部横位ヘラケズリ 完

現存高 3.9 まる。体部は屈曲する。底部欠損

し形状不明。

杯 2 口径 12. 7 底部よりゆるやかに立ち上が 内面ナデ、外面口唇ナデ、体部 完

器高 4.0 り、口唇は内傾する。丸底を呈す はヘラケズリ。

る。

鉢 3 口径 16.0 体部に段をもち、口縁は外反、 風化著るしく外面は不明、内面 衿残

器高 10. 1 端部は丸味をもっている。 は下半にヘラナデ痕僅かに残る。

鉢 4 ロ径 19.0 体部上半で直立し、口縁はゆる 器面荒れている。輪積み痕若千 ％残。

器高 11. 7 く外反、内面に弱い稜をもつ。底 残る。内面は丁寧なナデ外面体下

部は乎底。 半ヘラケズリ後、全面をナデる。
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器種1番号法量(cni)J 形 態 の 特 徴 I 手 法 の 特 徴 l備 考

長甕 5 口径 19.8 最大径を口緑部にもつ。口唇は 内面ヘラナデ痕もつ。 上半は比 体下半欠

現存高16.7 強く外反する。立ち上がりに弱い 較的丁寧にナデられる。口縁横ナ

稜をもつ。 デ体部ヘラケズリ。

杯 6 口径 21. 2 盤状を呈し、口縁に沿って浅く 体部上半横位ヘラケズリ、 下半 衿残

器高 3.5 凹線を廻らせ稜を作出。 縦方向のヘラケズリ、内面は丁寧

なナデ。

芸rm 7 口径 20.8 つまみは扁平で中央部膨る。天 ロクロ成形、天井部周辺は回転 完

器高 4.3 井部は平坦で体裾部で屈曲し、ロ ヘラケズリ、体下半ヘロ端はナデ

端は外方に膨る。内面にかえりを 成形。

もっ。

芸"T1 8 ロ径 16. 5 つまみは扁平で中央部やや突出 ロクロ成形、天井部体上部にか 一部欠

器高 5. 2 天井部から体部にかけてゆるやか け回転ヘラケズリ、天井部内面に

に彎曲、口端でくびれ、端部は肥 指頭圧痕残る。

厚、内面にかえりもつ。

芸Im 
， ロ径 15. 2 つまみは中央部やや突出、天井 ロクロ成形。天井部～体上部に 一部欠

器高 4.0 部に台状に接合、体部からゆるや かけ回転ヘラケズリ。天井部内面

かに彎曲 し、口端でやや外反する。 に指頭圧痕残る。

内面にかえり有する。

蓋 10 ロ径 15. 7 つまみは外反し、中央部凹む。 ロクロ成形、つまみ周辺回転へ 一部欠

器高 2. 6 口端は内傾気味に立ち上がる。か ラケズリ、内面天井部に指頭圧痕

えりは消失、浅い沈線が 2条廻る。 残る。肉厚。
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第35図 第 3号住居跡遺物分布図

第 3号住居跡（第35~37図）

第 2調査区西端ニー9~10区にかけて検出された。 N-78°-Eを主軸にもつ。

遺構は東壁5.Om、北壁5.6m、南・北壁が各々4.3mを測り、台形状のプラ｀ノを呈する。

西壁中央部から北西コーナーにかけて膨り出し気味となるほか、東壁中央部から南東コーナ一部

に向かってゆる＜くびれ、南・北壁は若千丸味をもっている。

壁高は10cm前後を測り浅く、発掘調査時での所見では、地山・覆土ともに暗黒褐色粘質土で、覆

土に砂粒がやや多く含まれていた。
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1灰褐色枯烈土

2 暗灰褐色土

3暗赤褐色土（焼土混じる）

4 暗褐色土

口` 0 50cm 
| | 

第36図第 3号住居跡
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第37図 第3号住居跡出土土器実測図

第 3号住居跡出土土器

器種番 号lI 法 菫(cm) 形 態 の 特 徴
I 

手 法 の 特 徴 l備 考

杯 1 ロ径 13.2 立ち上がり有段で、口縁はゆる 内面ナデ、外面口縁ナデ、体部 完

やかに外反し、端部は直立気味と は横位のヘラケズリ、暗褐色。

なる。底部は丸底気味。

杯 2 口径 15. 2 立ち上がりに沈線が廻り、段を 内面、口縁部ナデ、体部ヘラケ 怜欠

もつ。口縁は内傾、丸底気味の底 ズリ、風化著るしい。黄褐色。

部を有する。

坪 3 口径 13.0 ゆるやかに立ち上がり、口緑は 内面、口端ナデ、体部ヘラケズ 完

器高 3.5 内彎する。 リ、風化著るしい。黄褐色。

第 4号住居跡（第38~39図）

第 2調査区東端ラー13区から第 3調査区西端ラー14区にかけて検出された。

4号住居跡は長径4.4mX短径5.3mの長方形プランを呈し、住居跡東壁から南壁にかけて、後述

する第 9号住居跡に切られている。この部分には一部焼土の堆積が認められ、カマドの存在が推定

される。

壁高は全体にlOcm前後と浅い。床面は、地山が暗黄色の砂質粘質土であり、砂粒分が多いため明

確に検出することはできなかった。

本住居跡に伴なうと思われる柱穴は 2箇所で検出されたが (P1• Pり、東壁側では検出されなか

った。 P1、P2とも径は20虚程度で、 床面からの深さは25~30cmをはかる。

覆土は灰黄褐色砂質土一層のみで、覆土中に土師器破片が僅かに混入していた程度である。本住

居跡に伴なう遺物は、住居跡北東コーナーに、杯が一点出土したに過ぎない（第38図）。

□ 
゜

10cm 

第38図第4号住居跡出土遺物
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第39図 第4号住居跡

第 4号住居跡出土土器

器種1番号［大きさ(cm) 形 ：態の特徴 I 手法の特徴 備 考

杯 1 口径 14.4 体部肉厚で、丸味をもってゆる 内面、口縁部ヨコナデ、体部は 完

器高 5.3 く開く。立ち上がりに強い段をも 立ち上がり部にかけて幅広いヘラ

ち口縁は外反して開く 。口縁部肉 ヶズリ、底径周辺狭いヘラケズリ

薄暗褐色。小礫多量に含む。
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5 11;';褐色土

6 )火）t｝

7 褐色枯質土

8灰掲色土（焼土、炭化物多紐に含む）
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第40図 第 5号住居跡
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第 5号住居跡 （第40~41図）

第 2調査区西端ナー14区で検出され、 6• 7号住居跡、4、 8、9、10号住居跡に近接しており、

後述する第10号住居跡の形状とほぽ等 しい。

本住居跡は長径3.0m、短径2.5mの隅丸長方形プランを呈し、 北西コ ーナ一部はピッ トによって

壁の一部が切られている。

壁高は10~15cm程度をはかる。床面中央部はやや窪んでいる。

住居跡覆土は 2層で、いづれも砂質土からなり、覆土内からの遺物の出土は極めて貧弱であった。

カマドは東壁南側の コー ナーに接して構築されており 、乎面形は楕円形を呈する。焚き 口部は若

干傾斜し、燃焼部は床面より約20cm程度掘り窪められており、凹凸が顕著である。裾部は住居掘り

込みの際、同時に作成されたと思われる。 内側に膨り出 しを有する。

カマド覆土は10層からなるが、焼土層は焚き 口部に僅かに認められた程度である。

図示した遺物は全てカマド覆土内からのものである。カマド覆土最下層からは他に須恵器底部、

胴部破片が出土している。

こ ロニニニ2
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第41図 第 5号住居跡出土遺物
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第 5号住居跡出土土器

器副番号法量（cm)I 形態の特徴 I 手 法 の 特 徴 I備考

杯 I1 I口径 13.5 ゆるやかに立ち上がり、口縁は 面内ナデ、外面底部にヘラケズ 怜残。

器高 3.6直立気味で薄くなる。端部で若干 リ痕残る。体部に指頭圧痕残る。

肥厚する。暗褐色。胎土細。 全体ナデられている。

杯 I 2 I口径 13.2 底面より内彎気味に立ち上が 1とほぽ同じ、口端をつまむよ 1 口縁一部欠

器高 3.2 り、口端は若干外反する。全体に うにヨコナデする。内外よくナデ

薄手のつくり、黄褐色。砂粒多。 られ部分的に指頭圧痕残る。

甕 I3 I底径 11. 5 須恵器甕の底部、中央部が肥厚 粘土巻き上げ、内面ヨコナデ、 底部完 カ

甕 I4 

甕 I5 

現存高10.0する。底部凹凸残る。底部周辺に 成形時の凹凸残す。外面はタタキマド内

部分的にタタキ目残す。青灰色。 目を施した後、斜位にヘラケズリ

砂礫多。

甕口縁部、口緑端部肥厚し鋭< | 粘土巻き上げ、成形後ヨコナデ 1 口縁部破片

外方に膨り す。口端鋭く直立気

味。内面浅いくびれもつ。青灰色。

砂礫多。

胴部破片、内面同芯円状のタタ 粘土巻き上げ、内外ナデの後、 1 胴部破片

キ、外面斜方向のタタキをかえる。 タタキ整形。

器面凹凸顕著。青灰色。砂牒多。

第 6 • 7号住居跡（第42~45図）

第 3調査区西端ナー14、15区で検出された。遺構大半はナー14区に位置する。

6号住居跡北西部に 7号住居跡が重複しており、両住居跡とも北側は 8号溝によって切られて

いる。

6号住居跡の大半は調査区域外にあるため、全容を明らかにすることはできなかった。

7号住居跡は、南壁が 4.1 mをはかり、僅かに弧状を呈する。床面は西側から東側に向かってゆ

るやかな傾斜を示し (A-A')、 南壁から西壁にかけて中央部よりも若干高まりをもつ。確認面

からの壁高は全体に25cm前後を測る。

柱穴はP1～巳が確認された。 P1、 P2共接して掘り込まれており、 床面からの深さは10cm前後

と浅く南壁中央部に位置し、本住居跡に伴なうか否か不明である。

カマド南側で検出された貯蔵穴は径50cmで楕円形を呈し、床面から25cm程度掘り窪められて い

る。

カマドは 6号住居跡にのみ検出された。東壁南側コーナーに近接して構築されており、裾部は50

~6QC71lで粘質土をつみあげて構築されている。燃焼部は一段深く掘り寓められ、煙道部に向かって

ゆるやかに立ち上がる。煙道部は住居外に70c111程度浅く掘り込まれて作土されている。カマド内か

ら高杯脚部が検出された。



- 53 -

• →. . -・． ・・

／ 
/.: -

9 / .  • 

I : 
． ．． ．．．． 

． 

｝
 

•I 
`
a
.
 

..

t
 

ヘ`
I 

．．
 

．
 ．
 

9
 

.

.

 

.

.

.

.
 

•:· 
ぃ
．．
 
べ．．．

＼．．．点寮．ー・・ぃ．．．．

•
" 

． 

., 
'<S' 

A - 66.00 

．．
 ．． ．． 

..,.I 
•.,1•..... ．． 一゚ 2m 

第42図 第 6• 7号住居跡遺物分布図

遺物は遺構中央部に集中して検出されたが、全体に散漫な出土状態であり、器形を推定し得る出

土遺物は少なかった。

6 • 7号住居跡の切り合い関係は、両者の覆土とも暗黄褐色砂質土で、不明確であった。遺物の

出土位置、床面の状態、出土遺物などから 7→ 6号住居跡と推定される。
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第43図 第6 • 7号住居跡

第 6 • 7号住居跡出土土器

器種1番号l法量（cm)1 形態の特徴 l 

杯 | 1 I口径 12.6 立ち上がり有段で口縁短かく、

器高 4.2弱い稜をもっ。直立気味に立ち、

端部はやや外反する。丸底呈する。

明褐色、胎土細。

手 法 の 特 徴 I備考

体部ヘラケズリ、内面ナデ、口 衿残 6住

縁は横方向のナデ。

杯 I 2 I口径 12.61 丸底呈し、立ち上がり若千膨る。 外面幅狭いヘラケズリ斜位に施 I 完 6住

器高 4.3 口縁外傾、端部肥する。暗黄褐色 こすo立ち上がり部横ヘラケズリ、

胎土細。 内面体部ナデ、口縁丁寧なヨコナ

デ。

杯 |3 |口径 10.9 立ち上がりに段をもち、口緑内 内面ナデ、体部外面横方向にへ ％残、底面

器高 7.3傾端部で外反する。体部は膨り気 ラケズリ、口縁内外ヨコナデ。 欠6住

味で扁乎気味な丸底へ移行する。

暗褐色。胎土細。
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土J村

1灰褐色粘土（焼土多く含む）

2 11,,t灰褐色土（焼土、砂粒沿干含む）

3 2／付に糾じ焼土多糾：に含む

4 赤褐色土（灰色柏土プロック 、焼

土混じリ）

5灰褐色土

6 灰色枯土プロック（炭化物品じる）

7 1府に準じ焼土、炭化物多く揺し

る）

8 赤色土（焼土、炭化物多靡に含む）

9 1lit褐色土

10涙ili，f褐色土

11茶褐色土

12 3府に準 じる

第44図第7号住居跡カマド

器 種l番号法彙(cm)I 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 I 備 考

甕 4 ロ径 23.2 体部上端ですぽまり、口縁は外 体部内面ヘラナデ痕あり 。外面 秒残 6住

現存高 9.5 傾端部で直立気味になる。＜びれ ヘラケズリ、風化著るしい。

部に 3本の平行沈線横走する。最

大径を体中央にもつものと思われ

る。暗黄褐色。砂礫多。

甕 5 現存高15.5 体下半のみ。平底呈し、丸味を 内面ナデ、輪積み痕一部残る。 体上半欠

もって立ち上がる。内面接合痕残 外面ヘラケズリ後ナデ。 6住

す。黒掲色。砂礫多。

杯 7 口径 9. 7 立ち上がりに段をもち、口縁外 内面体部ヘラナデ残る。外面体 怜残 7住

器高 反端部は直立気味となる。体部は 部横方向のヘラケズリ、口縁ナデ。

円味もち、丸底呈する。 黄褐色、

砂粒多。
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第45図第6• 7号住居跡出土遺物
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器種番号法羹（cm)I 形態の特徴 I 手 法 の 特 徴 I備考

高困 8l底径 11.2 底面は幅短かく、ゆるやかに開 脚内面シボリ上をヘラナデ、底 カマド内

脚部高 9.4 く端部は肥厚する。脚部は円筒状 部内面はヘラナデを横位に施こ 7住

をなし、直線的に立ち上がる。暗 す。脚部はヘラミガキ、底面内外

黄褐色。胎土細。 丁寧にナデ。
.....、......、.............` ●←い 9.- • • ,., • ・心 —ー・

杯 | 9 |口径 10. 1 ロ縁短か-ふ•·肉' 傾、端部は内削ぎ 体部内面ナデ、外面不整方行の -•口縁一部欠

器高 3.9状を成す。体部ゆるやかに彎曲し、 ヘラケズリ後、全体ナデる。口縁 7住

丸底呈する。灰褐色。胎土細。 ヨコナデ。

10 I口径 11. 4 手捏ね状で、器面凹凸著るしい。 内面のみナデ整形、外面は成形 I完 7住

器高 5.0 底部より直線的に立ち上がり、ロ 時の指頭圧痕残す。底部周辺に僅

端削ぎ状呈する。底部上げ底気味 かにヘラケズリ施こす。

明褐色。砂粒多。

小形壺I 12 I口径 10.11 体上部に最大径有し、上端です 内面ヘケナデ痕残る。外面風化 体下半欠

ぽまり、口縁はゆるやかに外反す 著るしく不明。 7住

る。灰黄色。胎土細。

第 8• 9 • 10号住居跡（第46~50図）

第 2調査区東端ラー14~15区で検出された。 8号住居跡の東壁部分のみラー15区に位置する。

3軒の直複から成り、 8 • 10号住居跡は主軸、住居跡プランともに酷似している。

8号住居跡は主軸をほぽ座標北にもっ。遺構西側は 9 • 10号住居跡と，重複し、南東コーナ一部分

は調査区域外となっている。検出された部分から全容を推定すると、長径5.3mX短径3.0mの長方

形プランを呈するものと思われる。壁高は15~17cmを測り、床面は住居跡西側、 8号住熙跡と接す

る付近ではよく踏み固められている。全体に凹凸が顕著である。カマド東側に貯蔵穴をもち、長径

73cmx短径40c辺、深さ52虚の長方形を呈する。カマドは北壁東寄りに位置し、黒褐色粘質土を積み

上げて構築している（第53図）。 ， 

10号住居跡は東南コーナ一部 8¥ 9号住居跡と、西壁は 4号住居跡と重複する。主軸は 9号住
・コ ・←ー ・ 一 ， — - ＇ 

居跡と同一方向を示す。長径4.4mX短径2.7mの長方形プランを呈し、 8号住居跡よりやや小形で

ある。壁高は15cm前後を測る。床面はよく踏み固められており、東側から西側にゆるい傾斜をもっ。

カマドは北璧西側寄りに位置し、黒褐色粘質土を積み上げて構築している。

9号住居跡は、 8、10号住居跡と重複し、 N-13゚+-Eに主軸をもっ。10号住居跡と重複している

ため、立ち上が：りを明確に検出できなかったが、長径2.6mx短径2.4mを測り、匹ガ冦に近いプラ

ンをもつものと思われる。カマドは 8 号住居跡覆土直芯構築され、． 焼士、•炭化物とも貧弱であり、
5号住居跡に形態が酷似している。遺物は 8号住居跡iこ最も多く、 9、10号住居跡は貧弱であっ

た。

土層観察の結果、住居跡は 8→10→ 9号住居跡への新旧関係が確認された。
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第46図 第 8• 9 • 10号住居跡遺物分布図



｀ 
UJr 

A-

渫
4
7
1
Z
l

渫
8
•

9
• 

10-l'
H
U叩
四
K

9号住

10号住

゜
2m 

• ~ 
！ ＇ ol 

Q¥ 

ロ
／ ／  

::J・． 屈

1 灰褐色—I: (砂竹、炭化物

応[・多く含む）

2 II存．児褐色粘質．ー[: (l:,t ilji治
土）

3 |lii灰褐色·[•. (砂質、炭化

物多く含む ）

4茶褐色：l．(il,.i焦糾色粘’tt

土、灰色砂質土を斑状に

8号住

ò 

河

含み粘性あり ）

5 I火褐色 （3肘より Iり）る＜

焼．一［・,、炭化物多址に含む）

6 II［；褐色土

7 黒褐色土 （砂混 じリ、焼

土多く含む）

8 淡褐色枯質土
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0 1 m 
I I I 

土屈

1灰掲色土（砂混じり 、焼土若干含む）

2 灰褐色粘質土

3灰茶掲色土（焼土料干含む）

4 暗茶褐色土（焼土、炭化物多く含む）

5 JI斉掲色枯質土（炭化物多く含む）

6 灰暗褐色土

7茶掲色砂質土（粘土プロック含む）

8茶掲色粘質土 （焼土、炭化物多く含

む）

9 褐色枯質：l:（粘土プロソク含み焼土、

炭化物多くilもじる）
10暗茶褐色粘質士 （焼土、炭化物多く

含み、粘土プロックilもじる）

11灰梵褐色粘＇L'［土
12淡褐色粘質土

第48図 8号住居跡ヵマド

第 8. 9 1 •10号住居跡出土土器 ‘ヽ.

器種 番 号l大きさ(cm)I 形 態 の 特 徴 | 手 法 の 特 徴 l備 考

鉢 1 口径 1. 88 内彎気味に立ち上がり、口縁は 体部外面は横位のヘラケズ リQ 8住

器高 7.0 内傾、口端は若千外反する。底面 内面、口縁は丁寧にナデられる。

は平底を呈す。明褐色。 輪積み痕残す。明褐色。 •—· ,.. 

， 
外面ヘケケズリ後ナデ、内面は杯 2 ロ径 13. 7 底部よりゆるやかに立ち 上 が 8住

器高 2.8 り、口縁は直立気味となる。明褐 丁寧。

色。

長甕 3 ロ径 20.2 最大径を胴部に贔つ嘉色のと思わ 内面ヘラナデ痕僅跡に残かる。 怜残 8住
れる。立ち上がりを 口縁
は強く外反する。＇暗褐 。し胎、土細。9

外 し―,
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b| も

土陪
1 灰褐色土（焼土、炭化物多く含み、

しまり強い）

2 淡赤褐色枯'i't土（焼土多品に含む）
3 灰褐色砂＇tt土 (1Ji'Iに比ぺ焼土、炭

0 1 m 

化物共少なく 砂奴）
4茶褐色土 （焼土、炭化物多く含み若

干砂質）
5 褐色粘烈土

ヒl

01 

3̀ 

0 

゜ー土 附

1 談掲色土（焼土若干含む）

2 暗褐色土（焼土多 く含む）

3 茶掲色粘質土 （焼土、灰、炭化物多

く含む）

4 灰謁色枯質土（灰を多く含む）

5 11/1赤掲色砂質土（炭化物、焼土多 く

含む）

6 褐色粘残土 （焼土、炭化物若干含む）

7 掲色土（炭化物含む）

8 褐色砂質土（焼土、炭化物若干含む）

9 暗茶掲色粘質土（灰、焼土、炭化物

多 く含む）

10 3府に準 じる

第49図第9• 10号住居跡カマド

器種番号1法彙(cm)/ 形態の特徴 I 手 法 の 特 徴 I 備考

長甕 12 口径 21 立ち上がり段をもち、口縁は強 内面ヘラナデ痕僅かに残る。外 口縁怜残

く外傾、端部は若干内彎気味とな 面ヘラケズリ後、全面にT寧なナ 8住

る。 ． ， デを0 ·•· . •.• 
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器種1番号1法 量（cm)I 形態の特徴 手法の特徴 I備考

杯 I4 I口径 13. 51 肥厚やや浅い杯、直線的に開き、 ロクロ成形、内面体下半に指頭 口緑枯残

ロ端若干上げ底。暗灰黒色。 圧。 9住

杯 61口径 12.6 I ゆるやかに立ち上がり、口縁は 内面は丁寧なナデ、外面体部は I 9住

器高 3.6若干外反する。黄褐色。胎土細。 幅の広いヘラケズリ。

杯 71口径 13.3 平底をなし、直線的に立ち上が 内面ナデ、外面ヘラケズリ後、

器高 3.5 る。体中位、端部で肥厚。、 全体にナデ。 む 9住

杯 8 I口径 12.0 I 体部は直線的に立ち上がり、ロ

器高 3.5縁端部は若干外反する。青灰色、

胎土細。焼成良好。

杯 9 1口径 12.0 体部よりゆるやかに立ち上が

器高 3.5 り、口縁に至る。口唇は内そぎ気

味、内面に浅い 2条の稜をもつ。

胚 |10|口径 12.81 乎底底部より外反気味に立ち上

器高 3.3がり、口縁は外反、口縁は肉薄。

内面ナデ、外面体部ヘラケズリ I
後、全体にナデる。

ロクロ成形。回転、底部回転系 l
切り後、周辺をヘラナデ。

ロクロ成形、一回転、底部回転
系切り後、周辺部ヘラナデ、体下
半ヘラケズリ。

杯 |111口径 13.2 体部は直線的に開く 。口縁は外 I ロクロ成形、内面ナデ、底面部

器高 3.5反弱く、端部で、やや外方に膨る。 糸切り後、周辺部ヘラナデ。

第 5 • 8~10号住居跡出土鉄器・土製品（第51図）

9住

9住

10住

第 5• 8~10号住居跡からは総計 5点の鉄器と 3点の土製品が出土し、図示し得るもののみを掲

載した。 3~4は鉄鏃と思われる。 3は形状が整い、大形である。 4は刃先がやや肥厚する。 1は

形状から刺突具と考えられる。 5は鉄鎌と思われるが刃先、基部が欠損している。 2は断面のみで

形状は不明である。

6~8は土錘を一括した。点数は 3点と少ないいづれも中央部に貫通孔を有する。

住居跡出土鉄器土製器

図刷種 別 長さ(cm)I 幅 （cm)I 厚さ(cm) 重さ(g)| 1出土遺叫備 考

1 鏃 14.2 1. 6 0.9 38 8号住 完

2 不 明 5.0 2. 1 1. 4 19 II 欠損品

3 鏃 7.8 4. 2x 1.6 1. 3 35 5号住 完

4 ” 8.3 1. 3 1. 2 21 9号住 完

5 ” 7.2 2.3 0. 7 18 5号住
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第5l図住居跡出土鉄製品・土製品実測図 ＿

図版1 種 別 1長さ（cm)I幅（cm)1厚さ(cm) 重さ(9)I 出土遺構 備 考

6 錘 6. 1 2.2 26 8号住 完土製

7 // 4.5 2. 1 20 ” 完 ” 
` •• 8~ ・ - // •. 4.6 2. 0 • .. ..、 22

” 完 II 
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第52図第11号住居跡遺物分布図

第11号住居跡、溝状遺構（第52~54図）

第 3調査区西端ナー15区で検出された。中央部は第 8号溝によって切られ、南東コーナーは、第

8号掘立柱建物跡と重複している。更に溝状遺構には第9• 10号溝が遺構埋没後に築かれている。

第11号住居跡は南壁が2.8mをはかり、西壁は大きく膨り出し屈曲している。北壁側は、第 8号溝

によって切られており、全容は不明であるが、比較的小形の住居跡であったと思われる。

床面までの深さは西壁側で 8cm、東壁側で 4cm前後と極めて浅く、住居跡中央から東側にかけて

ゆる＜立ち上がる。

溝状遺構は幅18cm~60cm、深さは最深部で35cmをはかり、 1号溝南側と11号住居跡に接する部分

は10cm前後と浅い。形状は不整形な隅丸方形プラソを呈し、床面レベルは11号住居跡に比して若千

高い。覆土は暗黄色砂質土層一層のみで、遺構に伴なうと思われる遺物は全く検出されなかった。

第57図は、 11号住居跡の遺物分布状態を図示した。分布状態も散漫である。
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第54図 第11号住居跡出土遺物

第11号住居跡出土土器

I I I 形 態 特 徴 | 手 法 特 徴 備 考器種番号1法量(cm) の の

長甕 1 ロ径 17.9 立ち上がりに凹み状に段をも 内面にヘラナデ残る。外面ヘラ 体下半欠

現存高 7.4ち、口縁は膨り、ゆる＜立ち上が ケズリ後、丁寧にナデられる。ロ

る。端部はやや外反、薄手のつく 縁は端部をつまむようにナデ。

り、黄褐色。胎士細。

杯 2 ロ径 15.0 直線的に立ち上がり、成形時の ロクロ成形、底部回転糸切り。 秒残

器高 3. 7 凹凸残す。口端内面を稜をもつ。

底部は周辺凹み、ゆる＜中央部に

下がる。薄手のつくり、暗褐色。

砂礫多。

蓋 3 ロ径 9. 5 天井部よりゆるやかに垂下。体 ロクロ成形、天井部周囲ヘラケ 天井部一部

器高 2.0 部にゆるい稜をもっ。口端やや内 ズリ、頂部欠損。 欠

傾、内面に沈線廻る。

芸nT’ 4 口径 14.4 3とほぽ同様の形態示す。口端 ロクロ成形、天井部周囲ヘラケ 天井部一部

器高 1.8 直立気味、頂部付近肥厚。 ズリ。頂部欠損。 欠

杯 5現存高1.8 底部のみで詳細不明。 ロクロ成形、底部回転糸切り。 底部のみ

底径 8.0 
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第12号住居跡（第55~58図）

第 3調査区西端ネー15~16区にかけて検出された。カマド、東壁側を除き、多くは15区に所在し

ている。

住居跡北半分は調査区域外となっているため、詳細な形状は不明瞭である。

南壁は4.9mをはかり、東寄りコーナー部は大きく湾曲している。コーナ一部分からカマドまで

は約2.0mをはかり、隅丸長方形のプラソが推定される。主軸はN-61°-Eである．：

確認面からの壁高は16~20cmと浅いが、東壁コーナ一部分は若干深く掘り込まれている。

柱穴はP1~p，まで確認された。 P1は長径60cmx短径52cmの不整楕円形を呈し、柱痕が確認され

た。深さは32cmをはかる。 P8iま径26cmで深さは28cmをはかる。p4~P6vまいづれも径は20cm前後で
•ヽ. ....

掘り込みが15cm程度と浅い。

カマドは粘質土をつみ上げて構築され、燃焼部は20cm程度皿状に掘り窪められている（第63図）

煙道部は壁より70cm程度、深さ 8cm程度掘り下げられている。覆土内に焼土、炭化物の顕著な堆

積は認められなかった。

遺物はカマド上面、及び裾部付近に集中して検出され、西側にかけて覆土内からの出土は極く少

ない（第50図）。

．
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第55図 第12号住居跡遺物分布図
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砒に含む）
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第56図 第12号住居跡

第12号住居跡出土土器

器種番号1法景(cm)J 形 態 の 特 徴 I 手 法 の 特 徴 I備 考

杯 1 ロ径 10.2 器高低く、口縁はゆる＜外反、 外面成形は風化著るしく不明。 底部欠

器高 2.6 端部が膨り気味に開く。体部はく 内面はナデ。

びれをもち直線的に底部へ移行、

橙色。砂粒多。

坪 2 口径 11. 2 立ち上がり器厚厚く 、口緑外傾 器内面、口縁は丁寧なヨコナ、 完

器高 2. 7 気味に聞き、口端は外反、器内面 デ体部ヘラケズリ。

凹凸顕著。

杯 3 口径 11. 8 体部は直線的で立ち上がり肥 風化、剥落著るしく、観察不可 ¼残

器高 3. 2 厚、口縁は内彎気味に立ち、口端

外反する。
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第57図第12号住居跡出土遺物

器輯番号法量(cm)I 形 態 の 特 徴 | 手 法 の 特 徴 備 考

杯 4 ロ径 12.2 比較的薄手のつくり、体部ゆる 内面、口緑ヨコナデ、体部ヘラ 怜残

器高 3.5 く丸味をもち、口縁短かく内傾気 ケズリ。後ヨコナデ。

味、口端外反。立ち上がりゆるい

段をもつ。暗褐色。砂粒多。

杯 5 ロ径 10. 5 体部丸味強い。口縁短かく、内 内面、口縁ヨコナデ、体部ヘラ 怜残

器高 3.6 彎気味に立ち。端部外反、暗橙色、 ケズリ。

砂粒多。

鉢 6 ロ径 14.4 立ち上がりに弱い段をもつ。ロ 全体に風化著るしく観察不可。 体下半欠

現存高 5.2縁は中位で肥厚し、外反気味に開

く。口端は外削ぎ状を呈し、若千

肥厚橙色、細砂多贔に含む。
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1赤褐色砂質土（焼土を多く含む）

2炭化物岡

3灰褐色砂質土（焼土若千含む）

4 llff灰褐色土（焼土多 く含む）

5 賠褐色粘質土

6 灰黙褐色土（焼土多く含む）

7 llii灰褐色枯牧土 (4屈に禅じる）

8 3府に禅 じるが焼土を含まない

9 灰褐色土

9 9刑に比し、焼土多く含む

10 7府に禅じるが焼土を含まない

11灰赤褐色土（焼土多く含む）

12茶褐色土（木／i土粒、焼土含む）

12 12屈に準じるが焼土含まず粘性やや強い

第58図第12号住居跡カマド
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第59図 第13号住居跡

第13号住居跡 （第59図）

ネ～ナー15~16区で検出された。第11号住居跡、溝状遺構東側に位置し、南壁が第 8号溝に切ら

れているほか、第 5号掘立柱建物跡と一部重複している。

一辺が 4.3mの方形プランを呈し、床面までの深さは西壁で 15虚、東壁側で 4cmをはかり、床面

は西側から東側にゆる＜傾斜 している。

床面は平坦で検出状態は地山に砂粒が多く良好とは言えなかった。

柱穴はP1~P5まで確認され、 P2に接して不整形の浅い掘り込みをもっ。

柱穴はPa• P が4長方形、他は円形プランを呈し、 Pa• P 4の長径は各々65、45cm、短径51.24c飢

である。他は径35cmをはかる。

柱穴の深さはE~P2• Psが3Ocm前後をはかり、 Pa• Pパま 6~10cm程度の掘り込みをもっ。

覆土は暗黄色砂質土一層のみで、遺物はまったく検出されなかった。なお、本址には 5号掘立柱

建物跡が璽複するが、前後関係の確認はできなかった。
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第60図 第14号住居跡遺物分布図

第14号住居跡（第60~64図）

ソ～ツー19区で検出され、遺構の大半はツー19区に位置する。第16• 17号住居跡の中間に位置し

両遺構と各々約4m • 3 mの距離をもっ。なお本址に近接して16号住居跡が検出されている。

住居跡は一辺が約3.2mの隅丸方形プランを呈し、床面までの深さは東壁側で32c況、南壁側で22c況

をほかる床面は堅く踏みしめられており、西側から東側に向かってゆるやかな傾斜を示す。床面中

央部は浅く窪んでいる。

柱穴はE~p 4まで確認された。瓦 •P2は各々円形プラ‘ノを呈し、径が約30c況、 掘り込みはP1

が26c況、氏が23ばをはかる。 P3vま径が17cm、掘り込みは25c況、p4は長径70c況X短径46c節の長楕円

形プランを呈し、更に一段、径30c節の円形の掘り込みがみられ、各々の深さは、 23c況、 46虚をはか

る。 P4vま柱穴南側に貯蔵穴をもつ。
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1黄褐色土（砂粒多く米，IrI91.i)i))
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第61図 第14号住居跡

柱穴配列は、東西壁から20~30cm程度内側に配列され、柱間は一定しており、 2.1mをはかる。

覆土は 2層からなり、遺物はカマド部分を除き第 2層上部から出土しているが、破片が多く、図

示し得る資料は少ない。

カマドは主軸をN-14°-Wにもち、北壁やや西側コーナー寄りに構築されている。

両裾は壁から70cm程度内側に膨り出しており、暗黒褐色粘質土から成っている。

焚き口部は楕円形に掘り窪められ、深さは最深部で、床面高より 12cmをはかる。北壁寄りにゆる

い段をもち、直に立ち上がる。

煙道部は壁北側に長さ40cm、最大幅28C1IL、深さ 6cmの長楕円形状の掘り込みをもっ。

覆土は 7層からなり2.4層間には、焼土、炭化物層が交互に堆積していた。

本住居跡出土遺物（第68~69図）のほとんどがカマド、及び周辺部からまとまって出土してお

り、カマド覆土からは 2個体の長甕が倒立状態で出土しているほか、カマド西側裾とp4の間では杯

（第68図2~6)が長甕（第69図14) と組み合わさって出土するなど、極めて良好な出土状態を示

している。
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土府

1賠灰褐色土（焼土、炭化物多址

に含む‘

2灰掲色砂’ii土
3褐色土（砂粒若干含む）

4暗灰褐色粘質土

5灰褐色枯土

-・ 6 淡褐色土

7 1屈に地ずるが焼土、炭化物共

に含まずやや砂炊

第14号住居跡カマド

1m 

第14号住居跡出土土器

器種1番号1法葦（cm)I 形 態 の 特 徴 | 手 法 の 特 徴 I備 考

杯 1 ロ径 13.5 立ち上がり有段で口縁の長い 内面丁寧なヨコナデ、外面はロ 完

器高 4. 1 杯。口縁は丸味をもって外反し、 2 縁ヨコナデ、体部ヘラケズリ。

条の稜を有する。口端は鋭角で内

面に稜をもつ。口縁内面は若干肥

厚する。平底気味の底部を有する。

杯 2 ロ径 13.6 立ち上がり有段で、口縁長く、 内面から口縁外面にかけ、丁寧 完

器高 3.9 丸味をもって外反する。 2条の稜 なヨコナデ、体部ヘラケズリ。

を有し、口端は鋭角で直立する。

ロ端内面に稜をもつ。

杯 3 ロ径 13.8 ロ縁長く、底部は平底を呈する。 内面から口縁にかけて丁寧なヨ 完

器高 3.5 ロ縁は外傾し、端部直立気味とな コナデ‘体部は乾燥がやや進んだ

る。口縁に 2条の稜をもち、内面 状態でヘラケズリを施す。

は凹凸顕著。

杯 4 ロ径 14.3 ロ縁長く、扁平で丸底気味の底 内面から口縁にかけて丁寧なヨ 完

器高 4.2 部からゆるやかに立ち上がる。立 コナデ、体部ヘラケズリ 。

ち上がり有段、口縁に 2条の稜を

もつ。口端丸味持ち、内傾気味、

口唇内側にゆるい稜をもつ。
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第63図 第14号住居跡出土遺物
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第64図 第14号住居跡出土遺物

器種1番号1法星(cm)¥ 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 I備 考

杯 5 ロ径 13.2 ロ縁立ち上がり有段、口縁に 2 怜欠

器高 3.8 条の稜をもち口縁内傾気味、内面 ヨコナデ、体部ヘラケズリ。

に稜をもつ。丸味をもった扁乎な

底部を有する。

杯 6 ロ径 13. 8 ロ縁立ち上がり有段、口縁は丸 風化著るしく成形不明。底部に 秒欠

器高 4.0 味をもって外反、 2条の鋭い稜を ヘラケズリ痕僅かに残る。

もつ。口端鋭角で、内面はゆるい

稜をもつ。底部平底気味。
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1器種番号法蘊(cm)j 形 態 の 特 徴 | 手 法 の 特 徴 I備 考

杯 7 ロ径 13.5 立ち上がり有段、口縁長く外傾 ロ縁内、外面は丁寧なヨコナデ。 完

器高 4.4 する。ゆるい稜をもち、口端は扁 底部内面ナデ、外面ヘラケズリ。

平、内面にゆるい稜をもつ。扁乎

な丸底を有する。暗褐色。胎土細。

杯 8 ロ径 11. 8 有段口縁で、口縁は外反し、端 全体に風化している。口縁内外 栓欠

器高 4.2部は若千内傾気味となる。内面は ヨコナデ、体部幅広くヘラケズリ。

一段くびれる。底部は丸底を呈る

る。黄褐色。胎土細。

杯 ， ロ径 14.8 有段口縁、口縁は中位で肥厚し、 内面ヨコナデ、外面は底部ヘラ ロ縁一部欠

器高 3.5 強く外反する。口縁は肥厚し外反 ケズリ、口縁ヨコナデ、口端をつ

一層強い。内面にゆるい稜をもち まむようにナデ。

ゆるやかに底部にいたる。暗褐色

胎土砂粒多。

杯 10 ロ径 4.5 立ちあがりの段は内傾気味に強 ロクロ成形。付部の段は棒状エ 完

器高 3.8 く膨り出す。口縁は内傾し、中央 具で作出、底部ヘラ切り後、周遺

最大径11.3 部より直立気味となる。口縁丸味 部を軽くヘラケズリ。

もつ。体上位に段をもち、丸底、

底部に最大厚もつ。灰白色。外面

自然袖微量付着。

鉢 11 ロ径 15.2 立ち上がりにゆる＜段をもち、 内面、口縁ナデ、後体部に斜位 完

器高 7.3 ロ縁は強く外反、肉厚で不均ーな の粗いヘラケズリを施す。

作り 。黒色乃至黒暗褐、、砂粒小

礫多。

鉢 12 ロ径 20.0 体部はゆるやかに彎曲し、口縁 内面剥落著るしい°内面ナデ、 ½残

器高 11. 5 立ち上がりに段をもつ。口縁は強 外面体部ヘラケズリ 。

く外反し、端部にゆるい稜をもつ。

黄褐色、砂粒多。

甕 13 ロ径 13.6 肩部でゆる＜くびれ、口縁は中 内面体部粗いナデ、口緑ナデ、 ロ縁～肩部

現存高 6.2位に稜をもち、上位がややくびれ 外面体部粗いヘラケズリ 。 ¼残。

て外煩する。内面に輪積み痕を部

分的に残す。暗黒褐色。砂粒多。

長甕 14 ロ径 17.2 底部よりゆるやかに立ち上が 内面ヘラナデ痕残る。内面丁寧 体部一部欠

器高 20.2 り、肩部ですぽみ、口縁は外反。 なナデ。外面底部周辺斜位のヘラ

ロ端は肥厚し強く外方に屈曲する ケズリ、体部は粗い縦方向のヘラ

暗褐色。砂礫多。 ケズリ 。

長甕 15 ロ径 18.6 最大径を口縁にもつ。体部は丸 内面は丁寧なヨコナデ、口縁ヨ 体下半欠

現存高23.0味をもって直線的に立ち上がり、 コナデ、体部は比較的幅の狭いヘ

肩部でくびれる。口縁は外傾強く、 ラケズリ 。

端部肥厚する。輪積時の凹凸残す

暗黄褐色。砂礫多。
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器種i番号1法量(cm) 形 態 の 特 徴 I 手 法 の 特 徴 I備 考

長甕 16 ロ径 20. 1 体下半より直線的に立ち上が 風化を受け一部不鮮明、内面は 完

器高 35.3 る。口縁は外反し、ゆるい稜をも ナデ。外面は縦位のヘラケズリ 。

つ。口縁下にヘラケズリ施し、段 底部周辺は横位のヘラケズリ。

を作出している。暗赤褐色。砂礫

多。

長甕 17 ロ径 18.8 体下半に接合痕明瞭に残る。体 内面体下半縦位ヘラナデ、上半 完

器高 37.2 部は直線的に立ち上がり、口縁内 ヨコヘラナデ、口縁内外ヨコナデ

傾気味で端部で稜をもつ。口端は 体部不半は一部火熱で不鮮明、縦

強く外反。内面に輪積みの凹凸顕 ヘラケズリ。

著に残す。暗黄褐色。砂礫多。

長甕 18 ロ径 24.4 ロ縁立ち上がりに段をもつ。ロ 内面体部ヘラナデ、口縁は横位 体不半欠

現存高17.2縁は稜をもち外反。暗灰褐色。砂 ヘラナデ、上部はヨコナデ、外面

礫多。 は体部ヘラケズリ。

第15号住居跡（第65図）

ソー18~19区にかけて検出され、第14号住居跡と近接している。本址は柱穴、

出されたため、全容は不明である。

カマド跡のみが検

主軸は、柱穴、 カマドからN-32°-Eと推定される 。柱穴は 4本確認され、 P2が円形、 P1 • Pa 

～いが方形の掘り込みをもっ。深さはPa• P4が20、22cm、

ドは掘り方のみで、西側の一部は火熱を受け赤変している。

P2が25cm、P1が32虚をはかる。 カマ
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第65図 第15号住居跡
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第16号住居跡 （第66~67図）

ソー19区で検出された。西壁は湾曲気味で不整形である。掘り込みは東壁側で18cmをはかり、全

体に浅い。柱穴はP1• P2が確認された。深さは各々 16cm• 20cmをはかる。床面は凹凸が著しくよ

＜踏み固められている。

遺物は極めて貧弱で、 実測可能な遺物は 2点に過ぎなかった。
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第66図 第16号住居跡
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第67図 第16号住居跡出土遺物
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第16号住居跡出土土器

器種I番号1法蓋(cm) 形 態 の 4寺 徴 | 手 法 の 特 徴 備 考

杯 1 口径 12. 91 ロ縁が長く、立ち上がりに弱い 器内面から 口縁にかけてヨコナ 怜残

器高 4.4 段をもっ。口縁は立ち上がり肥厚 デ、体部ヘラケズ リ。全体に風化

し端部に向かつて強く外反気味に しており詳細不明。

立つ。橙色。砂粒多。

鉢 2 ロ径 16. 7 底部がやや丸味強く、内彎気味 内面から 口唇端にかけてヨコナ 怜残

器高 7. 1 に開く。中位に最大厚をもち、ロ デ。器面は横方向のヘラケズリ。

唇端はヘラナデされ平坦である。

黄橙色。細砂多。

第17号住居跡 （第68~69図）

ソ～ツー19~20区で検出された。主軸はN-46°-Eである。

遺構南半が調査区域外となり、全容は不明である。確認された形状は、北壁が4.lmをはかり、隅

丸方形フ ラ゚ンが推定される。

掘り込みは西壁側が25cm、北壁から東

壁側にかけては浅く 20cm~5cmとなって

いる。

柱穴はE~P2が確認された。いづれ

も円形を呈し浅い皿状の掘り込みをも

つ。 PNま36cm、P2は38cmの掘り込みを

有する。

カマドは暗黒褐色粘質土を積み上げて

構築されてお り、焼土、炭化物等の堆積

は認められなかった。

遺物は杯2点が出土したのみで、全体

に極て散漫であった。

三三□ロ
゜

10cm 

第68図第17号住居跡出土遺物

第17号住居跡出土土器

器種1番 号 法 埜(cm)j 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 I備 考

杯 1 口径 12.0 立ち上がりに強く段をもつ。ロ 内面底部から口縁にかけて丁寧 完

器高 4.2 緑はゆる＜内傾し、口端内面に稜 なヨコナデ。底部横位ヘラケズリ

をもっ。ゆるやかな丸底呈する。

内面凹凸顕著。暗黄色。砂粒。

杯 2口径 12.4 立ち上がり有残。口縁はゆる＜ 全体に風化し、整形痕は不明瞭。 栓残

器高 4.2 外反気味に立ち上がる。内面にゆ 内面及び口緑はヨコナデ。

るい稜をもっ。底部内面凹凸顕著。

灰禍色。砂粒多。
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土感

1耕作土

2 灰訊褐色土

3 黄褐色土

4 灰果掲色土（黒色枯土プロソク混じ

り、焼土若干含む）

5 度＇（黒褐色土

6灰黒色砂質土（粒土粘若干含む）

7 砂混り黒色粘土

8 暗黄褐色土

9 賠褐色土（粘性、しまり強）

10明賛褐色土（粘性強）

11賠褐色砂屈

゜
2m 

12灰黒褐色土（粘性、しまり強）

第69図 第17号住居跡

第18号住居跡 （第70~74図）

第 3調査区レ～ソー20区で検出された。東西両壁にカマドを有する。N-61°-Eを主軸にもっ。

鬼高期以降では調査区中最も東側に位置する住居跡である。

遺構は第 2、 3調査区西半の検出面である暗黒褐色粘質土が東側に向かってゆるやかな落ち込み

を示し上面の堆稼土である暗黄褐色砂質土を掘り込んで構築されており、北壁側の立ち上がりには

若干不明瞭な部分があった。

住居跡は長径4.2m X短径3.8mのプラソを呈し、壁高は14~25C7/Lを測る。床面は南西側から北
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東に側向かってゆる＜立ち上がっている。

地山が砂質土であり、床面の検出状態も良好とは言えなかった。

柱穴はP1~P6まで検出された。 P1• Pa間と P6• P4間は等間で3.8mを測る、 P3• P4の西側、

カマド裾両側にP2• P5の2本の柱穴をもっ。柱穴はP4• P6が楕円形を呈する他は、概ね円形を呈

し、径はp4＝長径42cmx短径37cm、P6＝長径41cmx短径32cm、他は径30~36cmを測り、床面から

の深さは25cm程度を測る。

カマドは東西壁に 2基確認された。西カマドは壁南コーナー寄りに位置し、住居跡長軸方向と若

千のズレが詔められる。東カマドは壁中央部に位置している。両カマドとも裾部は粘質土を積み上

げて構築され、東カマドは焚き口部～燃焼部にかけてゆる＜落ち込んでいる。東カマドは焼土、炭

化物層が貧弱である。東カマドでは煙道が検出された。

遺物は住居跡西側、カマド周辺部から多く検出され、東側からの出土は非常に少ない。カマドの

遺存状態を考慮すると、東→西カマドヘの変遷が推定されよう。
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第70図第18号住居跡遺物分布図
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1 )火質褐色土

2 灰賠褐色土（小硬含む、焼土粒子炭化物含み粘•I生しまりなし）
3 灰晃褐色土

4 暗痰謁色土 （砂粒多く粘性しまりなし）

5砂屑
6 焼土府

第71図 第18号住居跡
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第18号住居跡出土土器

器種番号1法撮（cm)I 形態の特徴 l 手法の特徴 I備考

杯 I 1 I口径 14.5 立ち上がり有段、口緑は外傾し、 内面底部粗いナデ。口縁内外は 1 口縁秒欠

器高 4.2ゆるい稜をもつ。口縁内面には稜 丁寧なヨコナデ。底部上端横位へ

を有し、底部は凹凸顕著。暗褐色 ラケズリ。下半は粗いヘラケズリ。

砂粒多。

杯 I 2 I口径 14.31 口縁長く、有段。口縁は外反し 内面底部ナデ、口縁内外ヨコナ I口縁怜欠

器高 4.2鋭い稜をもつ。端部直立気味。平 デ、底部周辺横ヘラケズリ。他は

底呈す。黒色。砂粒多。 粗いヘラケズリ。

坪 I 3 1口径 12.3 立ち上がり有段。口縁はゆる＜ 体部外面横ヘラケズリ、内面は

器高 3. 1外反。底部は屈曲して平底に至る。 粗いナデ、口縁ヨコナデ。

ロ端若干肥厚。

杯 I 4 I口径 12.2 口縁長く外反する。立ち上がり I全体に風化著るしく整形不明。

器高 4.5に段をもつ。口縁内面にゆるい稜

をもつ。丸底呈する。明黄褐色。

砂粒多。

杯 I 5 口径 12.81 4とほぽ同じ器形。口縁の外反 I 風化顕著。整形不明。

器高 4.4はより強い。口縁はゆがみ強い。

焼成時環元され一部灰色呈する。

明黄褐色。砂粒多。

瓶 ？I 6 I現存高 6.2 平行沈線を境いに櫛描波状文、 水びき成形、内面には成形時の

最大径14.7木口状工具の櫛描波状文をもつ。 段を有する。底部付辺凹凸顕著。

下半は木口状工具でナデられた条

線帯を有する。暗灰色。砂礫多。

％欠

完

完

下半のみ残

甑 I 7 I口径 21. 8 端部は外反し、体上部で膨りゆ 器面はヘラ削り後ナデられる。 I 体下半部欠

現存高11.8るやかに底部に移行すると思われ 内面は丁寧なナデ、部分的炭化物

る。輪積痕を明瞭に残す。 付着

甑 8 I口径 16.7 底部より外反気味に立ち上が 底部付近にヘラケズリ痕残す

器高 13.8 り、端部は強く外反する。輪積み が、上半はよくナデられている。

痕明瞭に残す。底部に、孔を有す 内面は丁寧なナデ、黒色呈する。

る。暗黄褐色。砂粒多。

完

甕 | 9 |口径 20.4 体部上半でゆる＜くびれ、口縁 内面ナデ、外面体部ヘラケズ1) I 体下半欠

現存高10.8は屈曲気味に強く外反し、上半部 後、器面をナデ、口縁は横位に丁

は肥厚する。体部は比較的薄手、 寧なナデ。

灰黄褐色、砂粒多。

長甕|101口径 20. 7 体部上半は内傾気味に立ち上が

現存高11.3 り、口縁は強く外反。端部肥厚。

内面凹凸顕著。暗褐色。砂粒多。

内面ナデ、外面体部比較的幅の

広いヘラケズリ。

衿残、下半

欠。
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器 種1番号1法董(cm)¥ 形態の特徴 1 手法の特徴 I 備考

長 甕 11I口径 18.3 体部はやや内傾気味に立ち上が 内面ヘラナデ痕残る。外面は幅 I体下半欠

現存高26.8 り、口縁は強く外反、体部に接合 広いヘラケズリ、不半は風化して

痕、輪積み痕顕著に残る。口縁内 不明口縁内外ともヨコナデ。

面に稜を有する。暗黄褐色。砂礫

的。

長甕 12 口径 18.8 底部からゆる＜立ち上がり上半 内面ヘラナデ痕残る。外面斜位 1 完

器高 36. 5 で内傾、口縁は強く外反、底部は ヘラケズリ、下半は風化して不明

不整。明褐色。砂礫多。 ロ縁内外ナデ。

長甕 13 口径 21.4 体部ゆる＜外反し、立ち上がり 内面ヘケナデ痕残る。口縁内外 I体下半欠

現存高12.1 肥厚。口縁は外反し、端部すぽま ナデ後、体部下半より斜好のヘラ

る。立ち上がり段をもつ。暗黄褐 ケズリ。

色。砂礫多。

長 甕|14I口径 23. 0 器形はとほぽ等しいが立ち上が 1 風化著るしく整形不明。

現存高13.3 りの段はもたず、口端丸味を帯び

る。明褐色。砂礫多。

長 甕 15I現存高25.81 輪積み、接合痕明瞭に残る。底 1 風化著る しく 整形不明。

部よりゆる＜立ち上がり、上半で

内傾。

体下半欠

体上半欠

長 甕I16 1現存高29.71 接合痕残す。底部よりゆる＜立 1 内面ヘラナデ痕残。す外面比較 I体上半欠

ち上がり、上半で直立気味となる。 的幅広のヘラケズリ。底径付近明

瞭に残る。

第19号住居跡（第75図）

ソー21区で検出された。カマドの

みであり、他は調査区域となってい

る。

カマドは確認された全長が96C1ll、

中央部に最大幅をもち、 96cmをはか

る。先端部に向かって幅狭となり20

C1/lをはかる。

覆土は 6層からなり、調査区南壁

の断面観察では天井部の残存が詔め

られた。

構築に際しては幅80cm程度に掘り

下げ、更に粘土を廻らせており、横

断面では天井部が崩落し、良好な遺

存状態とは云えなかった。

A A 

A A
 

土層

1茶褐色枯骰土

2褐色土

2'II紅褐色土

3 11{f灰褐色土

4灰褐色粘質土

゜
1m 

第75図第19号住居跡
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第20号住居跡（第76~77図）

第 3調査区力～ヲー24~25区にかけて検出された。長径5.8m X短径5.Omの隅丸長方形を呈し、

長軸はN-26°-Eを測る。

壁に沿って周消が廻り、南西コーナーで切れる。幅は15~25cmで床面から 5cm程度掘り込まれて

いる。床面は炉址を中心に堅く踏みしめられており、柱穴はP1~P10が検出され、

穴となる。 P5~P7は北壁に沿って配判している。

P1~p4が主柱

柱穴は長方形の掘り方をもち長径50~60cmx短径50~55cm、床面から60cm程度掘り込まれ、 P1~

Pは底面が皿状に窪む。 p4は一段深く掘り込まれている。

床面中央部に地床炉をもつ。長径45cmx短径35cmの不整楕円形を呈し皿状の掘り込みをもつ。焼

土は浅く堆積しており、周辺部は火熱を受け赤変している。

床面からは炭化材が放射状に検出されたが、壁、床面ともに火熱を受けた痕跡はない。遺物は南

西コーナ一部から炉址周辺部に集中し、無文の細破片が主体を占め、床面から若干浮いて検出され

た。器形復元された資料は全て床面からの出土である。
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第76図 第20号住居跡遺物分布図
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土府

1焼土

2 筑掲色土

0 50cm 
I I 
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土府

1媒褐色土

2 11{f茶褐色土

3質褐色土 (1~3府とも焼土、炭

化物粒子多砒に含む）

第77図第20号住居跡
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20号住居跡出土土器（第78図）

第78図1は口唇に棒状工具の押圧による小波状文をもつ甕形土器である。外反する口縁をもち、

3帯の文様帯からなる。口縁部・胴部文様帯は幅広の平行沈線で画され、各々ヘラ状工具による刺

突文が充填されており、沈線の幅の広い部分では 2本並列となっている。平行沈線間は部分的に擦

痕が観察される。口縁部は 2条の波状沈線文が粗く施されている。文様は器面のナデ成形後施文さ

れたものである。暗褐色を呈し、比較的精選された胎土を有し、器調整も丁寧である。

2は壺形土器の口頸部で、口縁部は 2本の沈線で画され、口唇に沿って 2本の併行沈線が廻る。

頸部には波状併行沈線文が描かれる。口縁部、及び頸部の沈線内は無節Lの原体によって沈線後充

填されている。無文部には丁寧なナデが加えられている。暗黄褐色を呈し、砂粒を多く含む。

3は壺形土器の肩部破片で、器器に 4単位の貼付文をもち、各々の貼付文を中心として 4本の沈

線から成る波状文が描かれる。文様帯は複列の沈線によって区画されている。器面にRLの縄文胞

文後に沈線を描く、灰黄褐色を呈し、砂粒を多く含む。

4は粗製の甕形土器で、口唇、及び器面全面に植物茎の回転圧痕が施されている。原体幅は

1. 5cm前後と思われ、口唇下で斜行し、くびれ部以下は底部にむかってほぽ垂直に施される。器面は

2次焼成を受けており下半部では風化著しく、器面には部分的に炭化物が付着している。

第 図5~15は本址出土土器片である。 5~8は口縁部破片である。 5は地文にRLの横位回転

蠅文をもっ。口唇状は押捺された小波状を呈する。 6は縦位沈線間を横位沈線で充填する文様構成

をもつと思われる。 9は沈線で二字文風のモチーフをもち、文様間はLRの原体が充填されている。

10は重四角文、又は「コ」字重ねのモチーフ構成が推定されよう。 11、12の蛇行する沈線文は、或

いは器面に垂下して施されるものかも知れない。地文は11、12とも原体LRである。

13は器面を廻る平行沈線と、それに接して平行沈線による三角形のモチ ーフ をもち、内部は波状

平行沈線が施されている。平行沈線内は櫛状工具で粗く浅い擦痕風の沈線が加えられている。地文

は原体LRの縦位回転である。 14• 15は底部破片、 14は貫通孔を有する甕高台部で、径 4.5 C1/L、 15

は底径4.6cmを測り、いづれも小形である。

20号住居跡出土石器（第84~85図）

20号住居跡からは、大形の打製石斧を中心として、フレーク、チップなどが若千出土しているが、

量的には少ない。

第84図1は先端部が若千欠損している。片面に自然面を残し、母岩より得られた剥片に粗く剥離

を加えることにより形状を作出している。基部から刃部にかけては大きく肥大しており、所謂「鍬

形石斧」と呼唱される一群に入れることがきでよう。

2は 1同様自然面を有し、断面形に反りはみられない。周辺部に粗く二次調整を加えるのみで、

先端部に磨滅は観察されない。基部は台形状を呈する。側面に敲打、摩耗痕はない

第85図3は住居跡覆土上面にて確認された。緑泥片岩を母岩とし、二次調整は粗い。基部は長方

形をなし刃部はゆるやかな丸味をもつ。先端部は鋭角で、磨滅が著しい。縦断面形は直線的で、側

縁に敲打、摩耗痕は観察されない。
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第21号住居跡 （第79~80図）

第 3調査区カー25~26区にかけて検出された。 20• 22号住居跡の中間に位置し、

中、最も南に膨り出ている。

3軒の住居跡群

遺物は長径5.5m X短径4.5mの隅丸長方形を呈し、 20号住居跡よりやや小型である。長軸はN-

28°-Wを測る。住居跡は南西部から北東部に向かって第23号溝に切られている。

壁に沿って周溝が検出された。周溝は南西コ ーナ一部分から東壁中央部までで他には認められな

い。幅20cm前後で、床面から 5cm程度掘り込まれている。床面は固く踏みしめられており、 柱穴

P1～瓦が検出された。主柱穴はP2• Ps • P6 • P1で方形至は長方形の掘り方をもち長径55cmx短

形50cmを測る。床面から45~60cm掘り込まれ、底面は皿状至は斜位に掘り込まれている。 P2 • P sVこ

接してP1• Pioが、更に南北両壁には、

炉は径25cmの円形を呈し、皿状に掘り込まれ、焼土が薄く堆積し、周辺部は火熱を受け赤変 して

2 個 1 対にP4•P5•Ps•P，が掘り込まれている。

いる。遺物は南西 コーナー側に集中 し、床面から甕形土器（第86図 1)が押しつぶれたような状態

で出土した。
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第79図 第21号住居跡遺物分布図
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三三 :1こ 附

1焼土

2赤掲色土（地山の

赤変部分）

0 50cm 
1 | 

土府

1黒褐色粘質土（焼土、炭化物少

菌含む）

2茶褐色土（枯性弱く 、焼土炭化

物少砒含む）

3 賠褐色土（焼土、炭化物多屈に

含む

4 茶褐色砂質土（焼土、炭化物少

祉含む）

5 i炎褐色土（粘性強）

.. 
6 1層に禅するが、灰色枯土を斑

状に含む

7 •灰褐色粘質土

8 灰黒褐色土

9 茶褐色砂屈

10 1層に訃けするが鉄分多く含む

11暗褐色砂附

12暗褐色粘質土（焼土、炭化物多

品に含む）

第80図 第21号住居跡
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21号住居跡出土土器 （第81~83図）

1は床面から押しつぶされたような状態で検出された。体中央部で大きる膨る甕形を呈し、端部

は外反気味となる。器面には口唇下より櫛歯状沈線文が旅される。口唇下より体中位まで垂下し、

底部より体中位まで施され、体中以下はヘラナデされ不明瞭 となっている。 口唇下に穴をもっ。底

部は周辺部が膨厚し、 網代圧痕を有する。 口径26.5cm、器高50.6cm、最大径35cmを計る。黒色及至

暗褐色を呈し、砂粒を多く含む。

2は壺形土器底部と思われる。厚手のつくりで器内面には輪積み痕残る。器面は風化しており、

整形は不明、底部には布目圧痕をもつが不明瞭である。赤褐色を呈し、砂粒を多く含む。

3は底部周辺が膨り出し、体部はゆる＜立ち上がる。甕形土器と思われる。底部には木葉痕をも

つ。黒色及至暗黄色を呈し、砂粒多く含む。

第87~88図に破片を図示した。 1は小波状口縁を呈する甕形土器口縁部で、 ロ縁下より櫛状工具

による粗い条線が斜位に証される。 2は沈線で楕円区間を施し、区画内に原体LRの蠅文が充填さ

れている。 3は複数の沈線で小波状文を描く。地文には原体Lの無節纏文が粗く施されている。 4
 

~7は波状平行沈線をもっ。 4は地文にLRの縄文をもっ。風化著しい。 6は沈線間に刺突文をも

つ。 7は沈線に沿って三角形の刺突が加えられている。 8~16は直線的な集合沈線による モチーフ

をもつものを一括した。同一個体 と思われるが、接合できないため全体のモチーフ構成は不明であ

るが、胴部上半までの破片と思われ、文様は三角形の区画文、及びそれを画する沈線とから成るも

のと思われ、壺形土器が想定される。
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第81図 第21号住居跡出土遺物
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21号住居跡出土石器（第85~86図）

21号住居跡からは、打製石斧を中心に多くの石器が出土したが、全て覆土内からの出土である。

第85図4～第86図7は打製石斧である。 1は20号住居跡出土第89図1と同様、刃部は球形を成

し、先端部は薄い。自然面を持ち、裏面にのみ調整加工がみられる。基部を欠損しており 全体の形

状は不明。

第86図5~7は全て欠損品で、 5 • 7は基部先端は丸味をもち、両側線とも長方形状を呈する。

共に自然面を有し、調整加工が裏面に集中する。 6は基部、刃部共に欠損している。比較的薄く

二次火熱を受けている。調整加工は片縁に集中 して認められるが粗い。

8は薄い剥片の縁片部に細かな調整剥離が加えられている。剥片は大きく加工し、つまみ状に作

出しており 、形態から石包丁の可能性も考えられる。片縁は欠損している。

9~10は断面三角形を呈し、共に片面に自然面を残す。 裏面には大きく剥離が加えられているが

縁辺部の細調整は施されていない。表面に調整剥離は加えられない。チャート製で石核と思われ

る。

11は磨石と思われ、 縁辺部に摩耗が顕著に残る。断面は楕円形を呈し、部分的に剥落している。

12は磨石と思われるが、片面に敲打痕が残る。全体に風化しており、 摩耗痕は遺存状態が悪く観

察できなかった。断面は楕円形を星する。

住居跡出土石器

図阪種 別 長さ(cm)I 幅 （cm)I 厚さ(cm) 重さ(g) 石 質翡昔砕闊I 備 考

1 打製石斧 19.3 13.2 2.9 700 粘板岩 20号住 完

2 ” 18.0 10. 7 2.9 680 II 20号住 完

3 ” 29. 2 10.9 2.3 990 結晶片岩 20号住 完

4 ” 17. 2 14.5 2.3 455 ホルンフェル 21号住 基部欠損
ス

5 ” 9. 8 6.0 2.4 180 砂岩 21号住 刃部欠損

6 ” 9. 7 6.8 175 85 ホルンフェル
ス ” 基部刃部欠損

7 ” 8.2 7.6 2.4 80 砂岩 ” 基部 部欠損

8 石包丁？ 5.3 8. 1 1.1 43 粘板岩 ” 半欠

， 石 核 8.6 11. 7 4.2 425 リュウモン岩 ” 完
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第87図 第22号住居跡出土石器

図版1 種 別 l長さ（C？几） I幅（cm)I厚さ(cm)J重さ(g) 石 積 l出土遺構1 備 平4ラ

10 石核 6 7 11. 3 4.9 410 チャート ” 完

11 磨石 12.3 4. 2 3. 0 300 砂岩 ” 表面一部剥落

12 ” 7.9 6.2 4.5 330 凝灰岩 ” 端部後打痕

第22号住居跡 （第88図）

第 3調査区カー26区で検出された。住居東南壁コーナ一部分を第23号溝によって切られているほ

か、住居跡中央以北は調査区域外となっているため、全容は不明であるが、隅丸長方形を呈するも

のと思われ、 20• 21号住居跡に比べ、小形である。床面は明確に把握することができなかった。ま

た、本住居跡に伴なう柱穴も検出されなかった。遺物は覆土中よ り破片が若干出土した程度であ

る。 20、21号住居跡との近接性、及び住居形態から近接した時期の所産 と思われる。

22号住居跡出土土器 （第89図）

本址から出土した土器は全て破片で、覆土中から検出された。

第94図 1~2、5は口縁部破片である。 1は口縁下に貼付文をもち、貼付文に接して波状平行沈

線が廻り 、更にその下位に、 単位の大きい波状平行沈線をもち、沈線間は棒状工具の刺突による矢

羽根状沈線が充填されている。地文はLRの原体を横位回転しており、部分的に磨消されている。

2は口縁下の貼付文に波状乎行沈線文が連結する。地文はLRの横位回転縄文である。 1 • 2と

も口唇状に棒状工具が押捺され、小波状を呈する。共に砂粒を多く含み、 黄褐色を呈する。同一｛固

体と思われる。

5は櫛状工具の連続押捺による廉状文をもつ。 エ具幅は約 1虚である。

3、4は胴部破片、3は原体Rの横回転、 4は原体Lの斜位回転羅文を地文にもっ。 4は器面が

丁寧にナデられている。
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第89図 第22号住居跡出土遺物

第23号住居跡（第90~93図）

第 4 調査区 トー36区で検出された3 本生苦詠 •ま第 4 調査文憫査｝こ先立って、 トレ ‘ノチによる土層

観察を行った際に遺構南側で多量の遺物が出土し、 確認された。

遺構｝ま長径2.85m X 短径~. 5m で、 東壁側が若干膨り出 し、台形）こ近いプラソを有するものと思わ

れる。東壁側では浅い方形状の掘り込みがあり、重複か否か確認できなかった。

壁蔚ま全体｝こ15塩涅変で、中央郎がら北側（こ偏って地末戸をもつ。炉な径25塩7)不整円形を呈

し、 浅薄く焼土が准積していた。遺物｝ま北西コーナ一部がら中央部）こか＇オて高界を中心として 多蓋

の遺物が投棄されたような萎態で出土した。
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第23号住居跡出土土器

器 種1番号1法量（c況）1 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備考

高杯I1 I口径 19.0 杯部立ち上がりに段をもち口縁 柱状部と杯部を接合。内面底部 1 口緑一部欠

器高 16.4は端部外反気味に開く。柱状部下 は粗いナデ、柱状部内側上端にシ

底径 16.8端は太く裾部は直線的に開く。暗 ボリ痕、下半に輪積み痕残る。杯

褐色。砂粒細かく精選されてい 部内面及び外面上端はヨコナデ、

る。 他は丁寧なヘラミガキ。

高 刷 21口径 20.3 杯部底部平坦で口縁は直線的に

器高 15.8開く。柱状部は全体に太く、裾部

底径 16. 7は直線的に開き、端部は反外気味

となる。黄褐色。細砂含み精選さ

れた胎土。

高 刷 31口径 22.3 杯部は大きく中位で屈曲気味に

器高 19.2開く。桂状部はやや細長く、裾部

底径 15.8は器肉薄手で外反気味に開く。杯

部は斜傾する。灰黄色。砂粒多。

高 杯|4 口径 22.0 形態整う。杯部口縁は外反気味

器高 19.0に開く。裾部は短かく開く。

底径 15.8 

杯底部は柱状部接合後周辺をヘ

ラケズリ。柱状部上端にシボリ痕、

輪積み痕残す。器内面にヘラナデ

痕残る。内面は丁寧なヨ コナデ、

器面はヘラナデ。

杯内面～口縁端は丁寧なヨコナ

デ、桂状部内面上端ヽンンボリ痕、

輪積み痕残し粗くナデる。裾内外

面粗いヨコナデ、器面は全体にヘ

ラナデ。

杯内面底部に桂状部接合時の凹

凸残す。内面～口縁端部はヨコナ

デ、桂状部に広くヽンボリ痕残す。

輪積み痕残し、指頭押圧加えられ

る。裾内外面はナデ、器面はヘラ

ナデ。

ロ縁秒欠

完

完

高刷 51口径 19.4 桂状部短かく端下太い。口縁は 杯内面底径粗いナデ、凹凸顕著

器高 15.6圧屈気味に開く。裾部は広く直線 内面～口縁上端はヨコナデ。桂状

底径 15.4的に開き端部で肥厚。赤褐色。細 部内面上端に、ンポリ痕。輪積み痕

砂多。 残し指頭押圧、裾内外面ヨコナデ、

器面はヘラナデ。

高刷 6I口径 20.71 5に近い器形、器壁は比較的薄 杯部内面底部ヘラナデ。内面～

器高 16,0手口緑直線的に開く。桂状部太く 口端ヨコナデ。桂状部内面シボリ

底径 15.6裾部は直線的に開く。赤褐色。細 痕、輪積み痕残る。裾部内外ヨコ

砂多。 ナデ、器面は粗いヘラナデ。

完

完

高刷 71口径 20.8 杯部立ち上がりに段をもち、口 杯部内面底部は粗いナデ、器内 I 杯部のみ残

現存高 9.0縁は中央部で膨厚し直線的に開 面～杯部は外面はヨコナデ、杯底

く。杯部は深く底部周囲に輪蹟み 部に桂状部接合時の突起残る。

痕残る。赤褐色。細砂多。

高杯|8|口径 19.2 杯部は直線的に開き、口端は鋭 杯部内面ヘラナデ、外面は風化 I杯部のみ残

現存高 5.6 り気味となる。坪底部に最大厚有 著るしく不明。

し内面にヘラナデ痕残る。

壺 I 9 I口径 17. o¥ 体部中位に最大径もち、層部で l 体部内面は粗いナデ。口緑との I 底部欠
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器種1番号1法羹(cm)I 形態の特徴 I 手 法 の 特 徴 1備考

現存高23.0 くびれ、口縁は外反、口唇小波状 接合部に指頭おさえ残る 。口縁内

最大径23.8呈する。内面に口縁接合痕、輪積 外はヨコナデ。体部外面はヘラケ

み痕残る。 ズリ後粗いナデ。

壺 I 10 I現存高24.8 体部中位に最大径有する。器底 器面は丁寧にナデられている。

最大径25.2 にはヘラ先端による沈線が 5条重 内面は輪積み後、下半ナデ。上半

下内面に輪積み痕顕著。器形は崩 には輪稼み痕残す粗いナデ。

れている。明褐色。細砂多。

壺 |n I口径 21.6 体部中位に最大径もつ。肩部で 器内面は粗いヨ コナデ。口緑内

器高 33.0 くびれ口縁は外反気味に開き端部・外は比較的丁寧なナデ、外面は体

最大径31.5 肥厚し屈曲気味となる。底径小さ 部ヘラケズリ後ナデ。底部周辺に

い。明黄褐色。砂粒多。 斜方向のヘラケズリ 。

壺 |12 1口径 14.4 丸底気味の底部より立ち上が 体部内面下半粗いヨコナデ、上

器高 20.5 り、体やや下半に最大径もつ。肩 半は輪積み痕残る粗いナデ、口縁

最大径18.9部でくびれ、口縁は短かく内傾気 内外ヨコナデ、器面は斜位のヘラ

味に立ち上がる。黒褐色。砂粒多。 ナデ、底部周辺に斜行するヘラケ

ズリ痕残。

壺 |13 1口径 20.8 最大径を体部にもつ。肩部でや 体部内面粗ナデ、口縁内外面は

現存高10.6や強くくびれ、口縁は強く外傾。 比較的丁寧なヨコナデ。体部外面

輪積み痕顕著。暗黄褐色。砂礫多。 はヘラナデ。

壺 I 14 I現存高25.8 体中央部に最大径持つ。輪積み 器内面粗いヨコナデ、外面ヘラ

最大径29.5痕顕著に残る。底部小さく 中央部 ナデ。

凹む。

ロ縁部欠

完

完

胴下半欠

ロ縁部欠

椀 |15I口径 12.71 底部よりゆるやかに立ち 上 が 底部内外面粗いナデ、口縁内外 I底部下半欠

器高 8.91り、口縁は強く外反、端部鋭角で 横ナデ。

内面に稜をもつ。輪積み痕顕著。

黒色砂粒多。

甕 I 161口径 25.2 体中位よりゆるやかに内傾して 体部内面ヨコナデ、口縁内外丁 I 胴下半欠

現存高20.0立ち上がる。口縁は段をもち強く 寧なナデ、体部は木口状工具によ

外反、厚み強く口端平坦、内面に るナデ （ハケ目調整）後全体をヘ

稜をもつ。器面に木口状工具のハ ラナデ。

ヶ目残る。黄褐色。砂粒多。
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第24号住居跡（第94図）

第4調査区へ～トー36~37区で検出された。長径5.4m X短径4.1mの隅丸長方形プランを呈する。

壁高は 5~7cm程度と全体に非常に浅く、床面は、地山が砂質であったため、良好な検出状態とは

言えなかった。

柱穴はP1~p 4が確認された。 E~P3iま円形を呈し、径はP1=20cm 、 Pa• P4=30cmを測る。

深さは床面より 10~15cmを測る。

柱穴は長軸2.3mX短軸1.6mをも って配列されている。長軸方向はN-42°-Eを測る。

遺物の出土は少なく、東壁側で 2点の完形復元し得る 個体と、若干の土器片、石器が出土したに

過ぎない。住居跡中央部に地床炉をもっ、径23cmでほぽ円形を呈し、中央部に径約8cmの円形の窪

みをもっ。覆土は焼土一層のみである。
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24号住居跡出土土器（第94~95図）

第94図ー 1は口頸部ですぽまり、口端は外反気味に開く。口唇は鋭角で外削ぎ状を呈する。文様

は太い沈線による重四角文を 2段にわたって配列し、器面を 4単位分割する貼付文は、沈線文を描

出後に貼付されている。沈線描出は右コーナーで一旦止め、再び描出しており、モチーフの描き方

はややアトランダムで画一性に欠ける。地文はLRの原体を横位回転しており、口唇上にも施され

ている。工程は成形→地文→沈線貼付文の順となる。主文様間は部分的に磨消されているほか、器

面中位以下には、ヘラナデが加えられている。口径10.3ば、最大幅13.Qcm、現存高18.4c況、黒色乃

至黒褐色を呈し、砂粒多いが精選された胎土をもっ。

第94図2は無文甕形土器である。胴下半で膨り、直立気味に立ち上がる。口縁は大きく開く。底

部周辺は膨り出している。外面は丁寧にヘラナデされており、底部周辺には指頭ナデが加えられて

いる。口径14.8cm、器高15.5cm、暗黄褐色を呈し、砂粒多く含む。

第95図1はLRの横位回転羅文をもつ。 2は第94図1と同一個体と思われる。 3は貼付文に沿っ

て沈線が垂下する。 2、 3ともに地文にLRの横位回転縄文をもつ。 3は無文で甕の口縁部と思わ

れる。口縁はゆる＜外反し、端部は肥厚、鋭角をなす。器面は丁寧にナデられている。

24号住居跡出土石器（第95図）

本址からは 2点の石器が出土している。いずれも覆土中から検出された。

第95図5~6とも打製石斧刃部破片である。 5は自然面を残し、 裏面より緑辺部に粗く細調整を

加えている。刃部は丸味をもち、縁辺部ともに摩耗、敲打痕は観察されない。 5、 6ともに刃部が

著しく丸味をもち、直線的な基部をもっ、所謂鍬形石斧と呼唱される一群であろう。

24号住居跡出土石器

図版種 別 1長さ（cm)l幅（cm)I厚さ(cm)I重さ(g)I 石 質出土遺構1 備

1 打製石斧 15. 3 I 12. o I 2. 7 I 545 ホルソフェル 24号住某部欠損
ス

2 I 11 I s. 9 I 13. 1 I 3. 4 I 365 粘板岩 II II 

考

第25号住居跡（第96図）

第 5号調査区二～ホー40~41区で検出された。第26号住居跡に近接し、遺構北西コーナ 一部分は

遺構確認の トレンチによって欠失している。

遺構は暗黒褐色粘質土中に掘り込まれており、覆土も同様の色調で、砂粒混じりの土暦 1層から

なっている。形状は 1辺約 3.2mの方形プラソを呈し、壁高はベルト部分で10~15cmを測るに過ぎ

なし‘o

床面は不明瞭であったが、柱穴はP1~P3までが確認された。 いづれも円形プランを呈し、床面

から 7~8cm程度掘り込まれている。北西コーナ一部分では柱穴は確認できなかった。

本住居跡から出土した遺物は全て細片で、図示し得る 資料は得られなかった。
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土屈

1暗褐色土（炭化物含む）

2暗褐色枯質土

3 明褐色粘質土

第96図 第25号住居跡

第26号住居跡（第97~99図）

第 5調査区西端ニー40~41区で検出された。第25号住居跡に近接する。

住居跡は一辺が5.Im前後の菱形に近い隅丸方形プラソを呈する。北東コーナ一部分は一部調査区

域外となっている。

柱穴はP1~p4が検出された。径は巳が長径58cmx短径43ばの楕円形を呈し、 P1~P叶ま径35~

40cmの円形をなす。床面からの深さは、 P1=3Qcm、P2=l8c机、 Pa=45cm、P4=35c111をはかる。

柱穴Pa• P 4のほぽ中間東寄りに地床炉が検出された。長径43c況X短径35虚の長楕円形を呈し、

中央部が円形に一段深く掘り込まれている。覆土は焼土 1層のみであった。

床面下の精査によって、住居跡掘り方を検出した。壁に沿って、幅45~60c況、床面から深さ10~

15cmの溝がめぐり、南東コーナ ー、北西コーナ一部分で切れている。南西 コーナー部分では、 壁寄

りに長径62cmx短径44c況、深さ約20cmの不整円形の浅い掘り 込み (Pりが検出された。

覆土は 4層から成り、周溝状の掘り方上面は貼り床されている。遺物は出土量が少なく、全体に

散漫でいづれも覆土内からの出土である。
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第26号住居跡出土土器

器種番号法量(cm)I 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 I 備 考

甕 1 口径 17.3 体部は丸味をもって立ち上がり 器内面、口縁内外は丁寧なナデ、 完

器高 21 0 肩部ですぽまる。口縁は中位で肥 体部外面は不整方行に粗いハケ目

底径 3.0 なし強く開く。薄手、暗褐色。底 調整。底部周辺は粗いヘラケズリ

最大 20.8 径極めて小さい。砂粒多。 残る。

甕 2 ロ径 14.5 体やや下半で最大径有し、肩部 内面底部周辺ヘラナデ。内面ナ 完

器高 19. 8 でゆるくすぽまる。口縁は直線的 デロ縁内外ヨコナデ。外面体部は

径底 2. 8 に開く。内面肥厚。暗褐色。砂粒 縦位のハケ目調整後。中位以下へ

径最 19.4 多。 ラナデ。底部周辺ヘラケズリ 。
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